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2 階 改 造 前 / 改 造 後 平 面 詳 細 図

案 内 図 ・ 配 置 兼 仮 設 計 画 図 （ 参 考 図 ） N・ S　 1 ： 6 00  1 : 3 0 0

1： 5 0

1： 5 0

共 特 － ０ １ 共 通 特 記 仕 様 書

改 特 － ０ １

改 特 － ０ ２

改 特 － ０ ３

電 気 設 備

電 気 設 備 特 記 仕 様 ･ 工 事 概 要 ･ 凡 例 N・ S

2 階 改 造 前  改 造 後 平 面 詳 細 図 （ 電 気 ）

1 階 改 造 前  改 造 後 平 面 詳 細 図 （ 電 気 ）

3 階 改 造 前  改 造 後 平 面 詳 細 図 （ 電 気 ）

1 階 改 造 前  改 造 後 平 面 詳 細 図 （ 電 気 ）

照 明 器 具 ・ 弱 電 機 器 姿 図
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Ｅ － ０ ３
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Ｅ － ０ ６
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N・ S
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1： 5 0

1： 5 0

1： 5 0

1 階 ・ 2 階 ・ 3 階 　 展 開 図 2 （ 改 造 前 ）

1 階 ・ 2 階 ・ 3 階 　 展 開 図 1 （ 改 造 前 ）

1 階 ・ 2 階 ・ 3 階 　 展 開 図 （ 改 造 後 ）

改 造 前 /改 造 後 断 面 図

1 . 2 . 3階 改 造 前 /改 造 後 天 井 伏 図

部 分 詳 細 図 1　

部 分 詳 細 図 2

部 分 詳 細 図 3

1： 5 0

1 ： 20  1 ： 10  1 ： 5

1： 2 0 　 1： 5

1： 2 0

建 具 表 1（ 改 造 前 ）

建 具 表 2 （ 改 造 後 ）

Ａ － １ ４

1： 5 0

1 階 改 造 前 / 改 造 後 平 面 詳 細 図

3 階 改 造 前 / 改 造 後 平 面 詳 細 図

1 階 改 造 後 平 面 図 （ 電 気 ）

2 階 改 造 後 平 面 図 （ 電 気 ）

3 階 改 造 後 平 面 図 （ 電 気 ）

1： 2 00

1： 2 00

Ｅ － ０ ７

Ｅ － ０ ８
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共 通 特 記 仕 様 書

共 特 － ０ １

2-12　 足場 足場を 設ける 場合は、 原則と し て 「 手すり 先行工法に関する ガイ

Ⅰ． 工事概要 

１ ． 工事名称

足場の組立、 解体、 変更の作業は、 手すり 先行工法によ り 行う と

２ ． 工事場所 と も に、 使用時には、 枠組み足場（ 妻面を 除く ） にあ っ ては、 交さ

筋かい＋幅木等＋上さ ん等（ 各両側） 、 枠組み以外の足場（ 枠組み

３ ． 建物概要 足場の妻面を 含む） にあ っ ては、 手すり 等＋中さ ん等＋幅木等（ 原

（ ２ ） 構　 　 造　 鉄筋コ ンク リ ート 造　 ３ 階建 則各両側＋妻側） の機能を 有する も のを 設ける 又はこ れら と 同等以

上の措置を 講じ る も のと する 。

なお設置については、 「 手すり 先行工法によ る 足場の組立て 等に

関する 基準」 における 「 手すり 据置方式」 又は「 手すり 先行専用足

場方式」 によ り 行う こ と 。

（ ７ ） 埋蔵文化財包蔵地　 ・ 　 該当　 　 　 　 　 　 ・ 　 非該当 上記によ り 難い場合は、 監督員と の協議によ る 。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 遺跡No（ 　 　 　 　 ）

４ ． 工事内容 2-13　 工事看板 　 1　 工事現場には、 公衆が見やすい場所に次の事項を 記載し た工

　 　  事看板を 表示する 。

　 （ 1） 工事名称　 （ 2） 工事期間　 （ 3） 受注者及び連絡先

５ ． 設計図書の適用 （ １ ） 質問回答書（ （ 2） から （ 4） ま でに対応する も の） 　 （ 4） 現場代理人氏名及び連絡先 （ 5） 工事概要

（ ２ ） 特記仕様書 　 （ 6） 発注者及び連絡先　        （ 7） 工事監理者及び連絡先

（ ３ ） 図面

　 2　 工事現場が複数にわた る 場合にも 、 各現場に設置する も のと

 　 　 する 。 ただし 、 こ れによ り 難い場合は監督員と の協議によ る 。

2-14　 電気保安技術者 　 電気保安技術者を 配置する 。

2-15　 設計変更

　 　 　 た だし 、 提出物について は 2-17 に示すも のと する 。 2-16　 現場代理人及び 　 受注者は、 現場代理人及び工事現場における 工事の施工の技術上の

６ ． 施工条件 ・ 工事作業時間は、 原則8： 30～17： 00と し 、 詳細については、 学校 　 　 　 主任技術者等 　 管理を つかさ ど る 主任技術者等（ 建設業法第26条第2項の規定に

　 及び監督員と 協議する こ と 。 　 該当する 場合には監理技術者、 同条第3項の工事の場合には専任
・ 学校敷地を 車両が出入り する と き 又は学校敷地内を 車両が通行する

　 の主任技術者又は監理技術者、 同条第3項第2号に規定する 監理
　 場合は、 次の事項を 厳守し 、 児童の安全対策を 十分に行う こ と 。

　 技術者補佐、 同条第26条の2の工事の場合にはそれぞれ行う こ と が　 ①学校敷地内は最徐行する こ と 。

　 ②原則、 児童の登下校時及び休み時間は通行し ないこ と 。 やむを 　 でき る 同条に規定する 専門技術者を いう 。 以下に同じ 。 ） を 定めて

　 　 得ず通行する 場合は、 受注者（ 現場代理人等） の了解を 得る こ と 。 　 工事現場に置き 、 その氏名・ 資格を 発注者に示さ なければな ら ない。
　 ③渡り 廊下を 通過する 前には必ず一時停止し 、 前後左右の安全確認を

　 　 行う こ と 。

　 ④同乗者がいる 場合は、 １ 人が車両から 降り て 先導する こ と 。

　 ⑤同乗者がいない場合は、 事前に学校内にいる 人（ 現場代理人等） に

　 　 連絡を 入れ先導し て も ら う か、 ハザード ラ ン プを 点灯さ せて 、

　 　 最徐行する こ と 。
2-17　 提出物 受注者は、 以下に定める 書類を 作成し 監督員に提出する こ と 。

　 ⑥駐車ス ペース から の発進時は、 車両周辺の前後左右の安全確認
なお、 以下に定める 書類のほか、 監督員が必要と 認める 場合は、　 　 を 行う こ と 。

こ の限り ではな い。

国土交通省大臣官房官庁営繕部監修　

国土交通省大臣官房官庁営繕部監修　

国土交通省大臣官房官庁営繕部監修　

国土交通省大臣官房官庁営繕部監修　

国土交通省大臣官房官庁営繕部監修　

国土交通省大臣官房官庁営繕部監修　

　 　 　 □建築物解体工事共通仕様書（ 令和4年版）

国土交通省大臣官房官庁営繕部監修　
設計図書の内容の一部を 訂正・ 変更によ り

契約変更が必要と なっ た 場合には、 監督員と 調整を 行う こ と 。国土交通省大臣官房官庁営繕部監修　

国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課監修　

国土交通省大臣官房官庁営繕部設備・ 環境課監修　

国土交通省大臣官房官庁営繕部設備・ 環境課監修　

　 現場代理人及び　 主任技術者等を 変更し た と き も 同様と する 。

・ 音や振動が発生する 作業について は、 土日、 祝日、 授業終了後等、

　 授業の行われていない時間帯に行う こ と 。 ・ ト イ レ ブース
　 ま た、 その他の作業について も 学校運営に支障がな いよ う に計画し 、

・ 天井伏図
　 監督員及び学校と 調整を 行い作業を 行う こ と 。

・ コ ン ク リ ート 配合計画書　 ま た、 粉塵・ ほこ り 等によ っ て学校が汚れないよ う 必要に応じ て

　 清掃を 行う こ と 。 ・ 工事写真（ 着手前・ 施工中・ 完成後）

・ 仮囲い、 資材置場、 工事車両位置は事前に仮設計画図を 作成し 、

　 学校と 調整を 行う こ と 。

・ 着手時期

市 立 二 本 松 小 学 校 Ａ １ 棟 ト イ レ 整 備 修 繕  

（ １ ） 建物名称　 市立二本松小学校Ａ １ 棟

（ ３ ） 延床面積　 ( 工事面積)  約１ ０ １ ㎡

（ ４ ） 敷地面積　 約１ ６ ， ０ ５ ２ ㎡

（ ５ ） 用途地域　 第一種住居地域、 第一種低層住居専用地域

（ ６ ） 防火指定　  準防火地域、 法第22条区域

市立二本松小学校Ａ １ 棟ト イ レ 整備修繕 一式（ 電気設備工事含む）

市立二本松小学校Ａ １ 棟ト イ レ 整備修繕 

市立二本松小学校Ａ １ 棟　 　 　 相模原市緑区二本松２ －９ －１ 　 　 　 カ 保険の保険金額は、 請負金額と する 。 ただし 、 火災保険については

　 　 　 　  杭工事部分に相当する 金額を 除く こ と ができ る 。

　 　 ・ 保険加入の義務

　 　 　 受注者は、 雇用保険法、 労働者災害補償保険法、 健康保険法及び

　 　 　 中小企業退職金共済法の規定によ り 、 雇用者等の雇用形態に応じ 、

　 　 　 雇用者等を 被保険者と する こ れら の保険に加入し なければなら な い。

　 　 ・ 消防計画

　 　 　 消防法施行規則第３ 条に基づき 消防計画を 作成する 必要があ る

　 　 　 場合、 受注者はその作成に協力する こ と 。

　 　 　 （ 消防計画を 変更する 場合も 同様と する ）

2-9　 環境への配慮 1　 使用する 材料及び施工方法については、 室内環境に配慮し た

　  選定を 行い、 室内環境に影響を 与える 可能性のあ る 材料等について

 　 は、 監督員の指示によ り 、 その物性等の確認でき る 資料を 提出する 。

2　 国等によ る 環境物品等の調達の推進等に関する 法律（ 平成12

 　 年法律第100号。 以下「 グ リ ーン 購入法」 と いう 。 ） によ り 、 環境

 　 負荷を 低減でき る 材料を 選定する よ う に努める 。

3　 使用する 材料の選定に当っ て は、 揮発生有機化合物の放散に

 　 よ る 健康への影響に配慮する 。

4　 工事に使用する 材料は、 石綿を 含有し ないも のと する 。

5　 特定作業の届出

　  指定区域内（ 工業専用地域及び旧４ 町（ 城山・ 津久井・ 相模湖

　  藤野） 以外） において 騒音規制法、 振動規制法に基づく 特定建設

　  作業を 実施する 場合は、 本市環境保全課に作業開始の７ 日前ま で

  （ 作業開始日－8日） に、 特定建設作業実施届出書を 提出する こ と 。

2-10　 材料の品質等 1　 本工事に使用する 材料は、 設計図書に定める 品質及び性能を

　  有する も のと し 、 設計図書に定めのな い材料は、 当該現場で使用

   する ほかの材料と 比べてバラ ン ス の取れた材料と する こ と 。 なお、

   材料は、 製造工場によ り 品質管理がな さ れたも のと する 。

2　 設計図書において 、 指定さ れた材料・ 製品等については、 指

   定さ れた 材料・ 製品等を 使用する こ と 。 ただし 、 種々の関係から

   やむを 得ず同等以上の材料と する 場合で、 あ ら かじ め、 材料の

   品質、 性能等の証明と なる 資料等を 示し 、 監督員の承諾を 受けた

   場合は、 こ の限り ではない。

2-11　 材料検査 受注者は、 材料の現場搬入の際、 当該材料が設計図書に定めら れ

た仕様と 適合し て いる こ と を 確認する 。 こ のう ち 、 次に指定する 材

料については監督員の材料検査を 受ける も のと する 。 ま た 、 指定す

る 材料以外のも ので監督員が必要と 認めた場合は材料検査を 受け

る こ と 。

工種 指定する 材料 備考

床改造工事 コ ン ク リ ート

　 　 　 　  （ 工事目的物及びその材料並びに工事用仮設物など ） と する 。

　 　 　 オ 保険の対象は、 当該工事請負契約の対象と なっている 工事全体

　 　 　 エ 保険期間は、 工事着工の日から 工事目的物引渡し の日ま でと する 。

　 　 　 　  のいずれかと する 。

　 　 　 ウ  保険の種類は、 「 普通火災保険」 「 建設工事保険」 「 組立保険」

2-4　 施工図等 1　  受注者は施工に先立ち、 工事に関連する 部分の実測を 行っ た

　 　 上で設計図書と の照合を 行い、 所定の寸法が確保でき る こ と を 確認

　 　 する 。 な お、 寸法等の変更を 要する 箇所が生じ た 場合には監督員に

　 　 報告する と と も に、 施工図、 製作図等を 作成し 監督員の承諾を 受け

　 　 る こ と 。

2 　 製作、 発注物品の同等確認等は製作・ 発注前に必ず監督員の

　 　 承諾を 受ける こ と 。

3 　 施工上の納ま り 、 取合い等の関係で簡易な調整を 行う 場合は、

　 　 監督員と の協議によ る 。

2-5　 実施工程表の提出 1 　 受注者は、 工事の着手に先立ち、 別契約を 含む施工上密接

    に関連する 工事の関係者と 調整のう え 、 実施工程表を 作成し 、

    監督員の承諾を 受ける 。

2-6　 工事写真 1　 工事（ 工程） 写真

　 （ 1） 工事（ 工程） 写真については、 一連の流れが分かる よ う に

　 　 　  する こ と 。

2　 完成写真

　 （ 1） 工事着手前と 完成後を 同じ ア ン グ ルで撮影し 、 完成写真帳と

　 　 　 し て見開き で比較でき る よ う 整理する 。

2-7　 発生材の処理等 1　 建設副産物

　 （ 1） 建設副産物（ コ ン ク リ ート ・ アス フ ァ ルト 塊・ 路盤材）

　 「 建設副産物適正処理推進要綱」 によ る 。

2　 発生材

 　 受注者は、 関係法令に従い、 受注者の責任において 処分を 行う

   も のと する 。 ま た 、 「 廃棄物の処理及び清掃に関する 法律（ 昭和45

   年法律第137号） 」 において定める 産業廃棄物管理表（ 紙マ ニフ ェ

   ス ト ） ま た は電子マニフ ェ ス ト によ り 管理する も のと する 。 産業

   廃棄物管理表（ 紙マニフ ェ ス ト ） で管理し た場合は、 A票及びE票が

   送付さ れ次第、 その原本を 監督員に提示する 。 電子マニフ ェ ス ト で

   管理し た場合は、 運搬終了報告、 処分終了報告、 最終処分終了報告

   の通知が届き 次第、 その原本を 監督員に提示する 。

2-8　 事前準備等 1　 特定元方事業者の指名（ 【 特定元方事業者の指名】 参照）

　 　 　 ■　 　 有り 　 　 　 □　 　 無し

　 　 【 特定元方事業者の指名】

　 　 ・ 特定元方事業者の指名「 有り 」 と 明示さ れた も のに適用する 。

　 　 ・ 市は労働安全衛生法第３ ０ 条第２ 項の規定に基づき 、

　 　 　 本工事受注者を 特定元方事業者に指名する こ と があ り 、

　 　 　 指名さ れた 受注者は同条第１ 項に規定する 措置を 講ずる こ と 。

　 　 　 指名さ れな かっ た 受注者は、 指名さ れた 受注者に協力する こ と 。

2　 その他

　 　 ・ 騒音規制法を 遵守する こ と 。 （ 工事中遵守すべき 法令・ 条例）

　 　 ・ 低騒音型・ 低振動型建設機械

　 　 　 建設機械の「 低騒音型・ 低振動型建設機械の指定に関する 規程」

　 　 　 「 排出ガス 対策型建設機械指定要領」 の遵守が適用ら れた も の

　 　 　 に適用する 。

　 　 　 受注者は、 建設工事に伴う 騒音振動対策技術指針（ 建設大臣官房

　 　 　 技術参事官通達昭和62年3月30日改正） によ っ て

　 　 　 低騒音型・ 低振動型建設機械を 設計図書で使用を 義務付けて

　 　 　 いる 場合には、 低騒音型・ 低振動型建設機械の指定に関する 規定

　 　 　 （ 国土交通省告示、 平成13年4月9日改正） に基づき 指定さ れた

　 　 　 建設機械を 使用し なけ ればな ら ない。 た だし 、 施工時期・ 現場

　 　 　 条件等によ り 一部機種の調整が不可能な 場合は、 認定機種と

　 　 　 同程度と 認めら れる 機種は又は対策を も っ て 協議する こ と が

　 　 　 でき る 。

　 　 ・ 近隣等への工事の周知を 行う こ と 。

　 　 ・ 火災保険

　 　 　 ア 保険の契約方法は、 個別契約又は総括（ 包括） 契約のいずれか

　 　 　 　  と する 。 ただし 、 総括（ 包括） 契約の場合には、 イ ～カが

　 　 　 　  確認でき る 保険会社発行の証明書等を 監督員に提出する こ と 。

　 　 　 イ  被保険者は、 発注者、 受注者及び全ての下請負等を 含めた

　 　 　 　  工事関係者と する 。

　 　 　 火災保険等の内容にについて は、 次のと おり と する 。

承諾を 得てから 施工を 行う 。

設計図書に疑義が生じ た 場合は、 監督員と 協議を 行い2-3　 質疑に対する 協議

2-1　 工事区分 工事目的物を 分割し て発注する 場合の区分表は「 工事区分表」 によ る 。

2-2　 施工体制台帳及び 受注者は、 下請契約を 締結し たと き は、 施工体制台帳を 作成し

　 　  施工体系図の作成 現場に据え 置かなければなら な い。

ま た、 併せて施工体系図を 作成し 、 工事関係者が見やすい場所

及び公衆が見やすい場所に掲げなければなら ない。

Ⅱ． 工事契約関係 

（ A1棟・ 1～3階） ﾄｲﾚ( 男女) 箇所数： 3　 ﾊ゙ ﾘｱﾌﾘ ﾄーｲﾚ箇所数： 3

共通特記仕様書（ 以後、 「 工事」 を「 修繕」 と 読み替える 。 （  5 設計図書の適用は除く 。 ） ）

　 　 　 　 な お、 １ 階バリ アフ リ ート イ レ は7月20日ま で学校が使用する た

　 　 　 　 め、 使用でき る 状態を 維持し 、 8月24日よ り 学校が使用でき る よ

　 　 　 　 う にする こ と 。 現地作業は10月6日ま でに完了さ せる こ と 。

（ ４ ） □公共建築工事標準仕様書（ 建築工事編） （ 令和7年版）

　 　 　 □公共建築改修工事標準仕様書（ 建築工事編） （ 令和7年版）

　 　 　 □公共建築工事標準仕様書（ 電気設備工事編） （ 令和7年版）

　 　 　 □公共建築改修工事標準仕様書（ 電気設備工事編） （ 令和7年版）

　 　 　 □公共建築工事標準仕様書（ 機械設備工事編） （ 令和7年版）

　 　 　 □公共建築改修工事標準仕様書（ 機械設備工事編） （ 令和7年版）

　 　 　 □公共建築木造工事標準仕様書（ 令和7年版）

　 　 　 □建築工事標準詳細図（ 令和4年版）

　 　 　 □公共建築設備工事標準図（ 電気設備工事編） （ 令和7年版）

　 　 　 □公共建築設備工事標準図（ 機械設備工事編） （ 令和7年版）

ド ラ イ ン について（ 厚生労働省　 令和5年12月26日） 」 の「 手すり

先行工法等に関する ガイ ド ラ イ ン 」 によ る 足場（ 手すり 先行専用

足場又は枠組み足場又はく さ び緊結式足場） と する 。 　

　 工期： 6月26日から 10月6日

　 　 　 　 解体着手。 解体業は土日祝日作業ま たは児童下校時と する 。

　 　 　 　 6月26日から 7月4日ま では準備期間と し 、 7月4日から 仮設及び
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改 修 特 記 仕 様 書 1

　 　 移動先（ 　 　 　 ）

市 立 二 本 松 小 学 校 Ａ １ 棟 ト イ レ 整 備 修 繕  

せっ こ う ボ ード の 処理方法 3 仮設間仕切り ・ 仮設間仕切り の 設置箇所 1 他の部位と の 取合い等 既存間仕切壁の撤去に伴う 当該壁の 取り 合う 天井、 壁及び床の
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（ 6. 1. 3） 改修範囲　 ・ 石綿含有せっ こ う ボ ード の処理　 （ 2. 3. 2） 　 ※図示　 ・ （ 　 　 　 ）Ⅰ. 建築工事　 改修特記仕様書
」 　 ※壁厚程度と し 、 既存仕上げに準じ た 仕上げを 行う　 　 処理方法は、 【 9. 1. 5】 によ る 。 （ 表2. 3. 1） 種別 下地 　 仕上げ（ 厚さ mm） 塗装 充填材

　 ・ 図示に よ る（ １ ） 図面及び本特記仕様に記載さ れて い な い事項は、 国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の 　 ・ ひ素・ カ ド ミ ウ ム 含有せっ こ う ボ ード の 処理 ・  A 種 ・ 軽量鉄骨  ・ せっ こ う ボ ード （ 9. 5mm） ・ 無し ○※ 有り

・ 木下地　 　 　 仕様書等の う ち 、 特記仕様書に□を 付け た も の を 適用する 。 　 　 処理方法　 ・ 分別解体後解体し た 材料を 製造業者に処分を 委託 ・  B 種  ・ 合板( ※9. 0mm　 ・ 4. 0mm) ・ 片面 天井内の 既存壁の 撤去に 伴う 当該壁の取り 合う 天井の改修範囲

（ ２ ） 電気設備工事及び機械設備工事を 本工事に 含む場合は、 そ れぞれの 工事特記仕様書 　 　 　 　 　 　 　 ・ 管理型最終処分場で 埋め 立て 処分 ※ C 種 単管下地  　 防炎シ ート 　 ※壁面か ら 両側600mm程度と し 、 既存仕上げに 準じ た 仕上げ

　 　 　 を 適用する 。 　 ・ そ の他のせっ こ う ボ ード の処理 充填材： グ ラ ス ウ ール３ ２ ｋ 　 （ 厚： ５ ０ ｍ ｍ 以上） 　 を 行う

（ ３ ） 本特記仕様書の 表記 　 　 処理方法　 ・ 再資源化（ 再資源施設） 　 ・ 図示に よ る

　 １ ） 項目は、 番号に ○印の付い た も のを 適用する 。 　 　 　 　 　 　 　 ・ 埋立処分（ 管理型最終処分場） ・ 仮設間仕切り に 設け る 仮設扉の 設置箇所等 天井の 撤去に伴う 取合部の壁面の 改修

　 ２ ） 特記事項は、 ○・  印の付いた も のを 適用する 。 　 ※図示　 ・ （ 　 　 　 ） 　 ※既存のま ま 　 ・  図示 Ｐ Ｃ Ｂ 含有シ ーリ ン グ 材の 処理方法

　 　 　 　 ○・  印の付か な い場合は、 ※印の 付い た も のを 適用する 。 材質 仕上げ 塗　 装 充填材　 ・ 有 （ 数量　 　 　 　 　 　 　 ）  ・  無

2　 　 　 　 ○・  印と  ※ 印の付いた 場合は、 ○・ を 優先する 。 ※木製 ※合板張り 程度 ・ 無し 既存床、 壁及び天井の ・ 既存の床の 撤去　 　 分析調査　 ・ 要　 　 　 ・ 不要（ 分析調査済）

　 ３ ） 特記事項に 記載の表示につい て 、 （      ） 内表示番号は 公共建築工事標準仕様書 ・ （ 　 　 　 ） ・ （ 　 　 　 ） ・ 片面 ・ 無し 撤去及び下地補修 　 ・ ビ ニ ル床シ ート 等の 除去

（ 6. 2. 2）　 　 【 　 】 内表示番号は公共建築改修標準仕様書の当該項目、 当該図又は 当該表を 示す。 充填材： グ ラ ス ウ ール３ ２ ｋ 　 （ 厚： ５ ０ ｍ ｍ 以上） 　 　 　 ※仕上げ材の み（ 接着剤共）4　 室内空気中の 空気中に 含ま れる ホ ルム ア ルデヒ ド 、 ト ルエ ン 、 キ シ レ ン 、 エ チ

　 　 　 ・ 下地モ ルタ ル共（ ・ 図示　 ・ 除去範囲全て ）化学物質の濃度測定 ルベン ゼ ン 、 ス チレ ン 、 パラ ジ ク ロ ロ ベン ゼ ン の 濃度測定を 実施 4 障害物の処理 ※工事上撤去、 移設を 要する 軽微な も のは、 本工事の 範囲と する 。

　 ・ 合成樹脂塗床材の除去Ⅱ. 工事契約関係 （ 1. 7. 9） し 、 報告書に よ り 結果を 報告する 。 ※工事上、 取外し 再取付する も の は監督員と 協議し 、 監督員の指定

　 　 　 工法　 ・ 機械的除去工法　 ・ 目荒し 工法試料採取方法は、 吸引方式（ ア ク テ ィ ブ法） と し 、 １ 箇所当り の 　 し た 場所に 養生し た 上、 保管・ 管理する 。

1 1　 適用区分 ・ 建築基準法に 基づき 定ま る 風圧力及び積雪荷重の算定に は次の 　 ・ フ ロ ーリ ン グ 張り 床材の撤去試料は２ 採取試料を 同時採取する 。 ま た 、 分析は厚生労働省「 室
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シ ーリ ン グ 改修工法の 種類　 　1　 シ ーリ ン グ 　 ・ 床タ イ ルの撤去　 条件を 用いる 。 3内空気中化学物質の室内濃度指針値及び標準的測定方法について 」
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（ 3. 1. 4） （ 3. 7. 2） ・ シ ーリ ン グ 充填工法　  　 ・ 風圧力・  32ｍ /秒（ 旧津久井、 相模湖、 藤野） 　 ・ 床組の撤去に 準ずる 。

（ 表3. 1. 2） 　 シ ーリ ン グ 材の 目地寸法及び種類　 　 　 　 　 ・  34ｍ /秒（ そ の 他地域） ・ 改修後の床の清掃範囲　 　 ※改修箇所の室内　 ・ （ 　 　 　 　 ）　 測定の 指定時期　 ・ 工事完成時　 ・ （ 　 　 　 ）

（ 3. 7. 3） （ 表3. 7. 1）　 　 風速（ Vo=　 　  m/s） 施工箇所 目地寸法 シ ーリ ン グ 材の 種類　 測定対象室　 　 （ １ 階バリ ア フ リ ート イ レ ， ３ 階男子ト イ レ ）

（ 3. 7. 4） ・ ( ｼﾘｺ ﾝー系 SR-1　 　 地表面粗度区分（ 　 ・  Ⅰ　 ・  Ⅱ　 ・  Ⅲ　 ・  Ⅳ） 　 ・ （  汚垂石・ ﾗｲﾆﾝｸﾞ  ） ・ （ 10*10） ・ 既存壁の 撤去　 測定箇所数　 　 （ 　 ２ 　 ） 箇所

 防ｶﾋﾞ ﾀｲﾌﾟ )　 ・ 積雪荷重 　 　 （ 6. 3. 2） 　 ・ 既存のコ ン ク リ ート 間仕切壁等の撤去

・ あ と 施工ア ン カ ー工事　 ※【 ６ . ６ 】 及び【 ８ . １ ２ 】 によ る ・ ( 変成ｼﾘｺﾝ系 MS-2 ）　 　 ※  垂直積雪量　 ・  40㎝( 旧城山、 津久井、 相模湖、 藤野) ・ （  新設壁取り 合い部 ）・ （ 10*10） 　 　 　 間仕切壁撤去に 伴う 他の 構造体の 補修方法

　 引張試験　 ・ 行う 　 　 ・ 行わな いおよ び鉄筋調査　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・  35㎝( 旧市域)  　 　   ※【 4. 3. 10】 によ る モルタ ル塗り上記の 表以外について は、 下記の と おり と する 。

（ 1. 6. 1） ・ コ ア 抜き 、 はつり 工事等 　 　 　  （ 塗り 厚25mmを 超え る 場合の 補修　 ・ 行う 　 ・ 行わ な い ）  ※目地寸法は、 【 3. 7. 3( 1) 】 に よ る

※ 既存資料調査2　 環境への配慮 （ １ ） 建築物内部に 使用する 材料等は、 設計図書に規定する 所要の 　 　   ・ （ 　 　 　 ）※シ ーリ ン グ 材の 種類は、 【 表3. 7. 1】 に よ る

・  探査機（ 電磁波レ ーダ ー法又は電磁波誘導法） に よ る 探査　 　 　 品質及び性能を 有する と 共に 、 次の ①か ら ④を 満た すも のと 　 ・ 既存の木製、 軽量鉄骨間仕切壁等の 撤去
建具の種類 改修工法 適用箇所4 1　 改修工法配管・ 配線等の 位置の 墨出を 行う 。　 　 　 する 。 　 ・ 既存の壁下地材、 下地張り ボ ード 等を 残し 既存の仕上材を 撤去
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・ ア ルミ ニ ウ ム 製建具 ・ かぶせ工法 ・ 建具表に よ る 　（ 5. 1. 3）範囲　 ※図示　 ・ （ 　 　 　 ）    ① 合板、 木質系フ ロ ーリ ン グ 、 構造用パネ ル、 集成材、 単板 　 ・ 既存の モルタ ル、 タ イ ル、 布地、 壁紙等を 撤去
・ 撤去工法 ・ （ 　 　 　 ）・  放射線透過試験（ 電気設備工事編（ 2. 11. 2） およ び　 　 　  積層材、 ＭＤ Ｆ 、  パーテ ィ ク ルボ ード 、 そ の 他の 木質建材、
・ 新規に取り 付け る機械設備工事編（ 4. 1. 2） に よ る ）　    　 ユ リ ア 樹脂板、 壁紙、 接着剤、 保温材、 緩衝材、 断熱材、 ・ 既存天井の撤去

・ 鋼製建具 ・ 外部 ・ かぶせ工法 ・ 建具表に よ る 　労働安全衛生法、 「 電離放射線障害防止規制」 （ 昭和47年　    　 塗料、 仕上塗材は、 ア セ ド ア ルデヒ ド 及びス チレ ン を 発散 　 ・ 下地材、 下地張り ボ ード 等を 残し 、 仕上材を 撤去する
・ 撤去工法 ・ （ 　 　 　 ）労働省令第41号） 等に 定める と こ ろ に よ る ほか、 次に よ る 。　    　 し な い 又は発散が 極めて 少な い 材料で、 設計図書に規定する 　 ・ 下地材を 含めて 撤去する
・ 新規に取り 付け る（ 1） 作業主任者は、 エ ッ ク ス 線作業主任者の 資格を 有する　    　 「 ホ ルム ア ルデヒ ド の放散量」 の区分に応じ た 材料を 使用す

・ 内部 ・ か ぶせ工法 ・ 建具表に よ る 　　 も の と し 、 資格を 証明する 資料を 監督職員に提出する 。　    　　    　 る 。 5-1 1　 材料 材料のホ ルム ア ルデヒ ド 拡散量等
・ 撤去工法 ・ （ 　 　 　 ）

内
装
改
修
工
事
　
木
下
地
等

（ 2） 放射線照射量は最小限の も の と し 、 照射中は人体に    ② 接着剤及び塗料は、 ト ルエ ン 、 キ シ レ ン 及びエチ ルベン （ 6. 5. 2） 　 ※「 Ｆ ☆☆☆☆」 又はホ ルム ア ルデヒ ド 放散量表示が無い場合、
・ 新規に取り 付け る　 影響のな い 程度ま で照射器よ り 離れる 。 ま た 、 作業者　      ゼ ン の含有量が少な い 材料を 使用する 。 　 　 塗装し て いな いも の は「 非ホ ルム ア ルデヒ ド 系接着剤使用」

・ 鋼製軽量建具 ・ かぶせ工法 ・ 建具表に よ る 　　 以外の立入禁止措置を 講ずる 。    ③ 接着剤は、 可塑性（ フ タ ル酸ジ －ｎ －プチル及びフ タ ル酸 　 　 塗装し た も の は「 非ホ ルム ア ルデヒ ド 系接着剤及びホ ルム
・ 撤去工法 ・ （ 　 　 　 ）（ 3） 露出時間は、 コ ン ク リ ート の 厚さ 等に よ り 、 適宜調整       ジ －２ －エ チルヘキ シ ル等を 含有し な い難揮発性の可塑剤を 　 　 ア ルデヒ ド を 拡散し な い塗料使用」 、 化粧加工し た も のは
・ 新規に取り 付け る　 する 。       除く ） が 添加さ れて い な い 材料を 使用する 。 　 　 「 非ホ ルム ア ルデヒ ド 系接着剤及びホ ルム ア ルデヒ ド を 放散

（ 新規に 建具を 設け る 場合）  （ 4） 付近にフ ィ ルム 、 磁気ディ ス ク 等放射線の 影響を 受け る    ④ ①の 材料を 使用し て 作ら れた 家具、 書架、 実験台、 そ の 他の 　 　 し な い 材料使用」 と する
　 壁部分の開口の 開け 方　 ※図示　 ・ （ 　 　 　 ）　 も の の有無を 確認する 。       什器類は、 ホ ルム ア ルデヒ ド 、 ア セ ド ア ルデヒ ド 及びス チ 　 ・ 部位（ 　 　 　 ） ホ ルム ア ルデヒ ド 拡散量（ 　 　 　 ）
  新規建具周囲の 補修工法及び範囲　 ※図示　 ・ （ 　 　 　 ）（ 5） 躯体の墨出し は、 表裏で ズ レ がな いよ う に 措置を 講ずる 。       レ ン を 発散し な いか、 発散が極めて 少な い 材料を 使用し た

撮影枚数　     枚　       も の と する 。 2　 造作用集成材 ・ 「 JAS 1152（ 集成材） 」 によ る 造作用集成材（ 5. 8. 4） マ ス タ ーキ ー　

フ ィ ルム サ イ ズ 　（ ２ ） 設計図書に規定する 「 ホ ルム ア ルデヒ ド の 放散量」 の区分に （ 6. 5. 2） 　 施工箇所（ 　 　 　 　 ）　 ・ 製作する 　 ・ 製作し な い 　 ・ 既存のマ ス タ ーキ ーに 合わ せる

コ ン ク リ ート 厚さ 　 　   ｃ ｍ    　 おい て 、 「 規制対象外」 と は次の ①又は ②に該当する 材料を 　 単板の樹種（ 　 　 　 　 ） 寸法（ 　 　 　 　 ）鍵の製作本数　 ※各室３ 本１ 組（ 室名札付き ） ・ （ 　 　 　 ）

    　 指し 、 同区分「 第三種」 と は次の ③又は ④に該当する 材料を 品名 見付け 材面数 見付け 材面の 品質
2 1　 足場等 ・ 外部足場　 設置範囲（ 　 　 　 ）

　    　 指す。 2 ガ ラ ス ・ 網入板ガ ラ ス 及び線入板ガ ラ ス 　 施工箇所　 ・ 図示　 ・ （ 　 　 　 ） ・ 造作用集成材 ・ １ 面 ※１ 等

仮
設
工
事

（ 2. 2. 1） 　 種別　  ※枠組足場　 ・ く さ び緊結式足場　 ・ （ 　 　 　 ）          
    ①建築基準法施行令第20 条の ７ 第１ 項に 定め る 第一種、 第二種 （ 5. 14. 2） 板の表面の 状態 厚さ の呼び 網又は線の 形状 ・ 造作用集成材 ・ ２ 面 ・ ２ 等

　 　 保護ｼ ﾄーに よ る 養生　 ※ 行う 　 ・  行わ な い
      及び第三種ホ ルム ア ルデヒ ド 発散建築材料以外の材料 （ 5. 14. 3） ・ 網入磨き 板ガ ラ ス ・ 6. 8mm　 ・ 10mm　 ・ か く 網入 　 （ 未仕上げ） ・ ３ 面

　 　 　 設置範囲　 ※図示　 ・ （ 　 　 　 ） 　
    ②建築基準法施行令第20 条の ７ 第４ 項の 規定に よ り 国土交通 （ 5. 14. 4） ・ 網入型板ガ ラ ス ・ 図示 ・ ひし 網入 ・ 造作用集成材（ 塗装） ・ ４ 面

（ 2. 1. 3） 　 　 騒音、 粉じ ん 等の対策　 ・ 行う 　 ・ 行わな い
      大臣の認定を 受け た 材料 ・ 線入磨き 板ガ ラ ス ・ 6. 8mm　 ・ 10mm　

　 　 　 対策の方法　 ・ 防音パネ ル　 ・ 防音シ ート
    ③建築基準法施行令第20 条の ７ 第１ 項に 定め る 第三種ホ ルム ・ 線入型板ガ ラ ス ・ 図示 ・ 「 JAS 0233（ 合板） 」 に規定する 下地用合板( 構造用合板)3　 合板等

　 　 　 設置範囲（ 防音パネ ルの場合） 　 ・ （ 　 　 　 ）
    　 ア ルデヒ ド 発散建築材料 施工箇所（ 　 　 　 　 　 　 　 ） 単板の 樹種（ 　 　 　 　 ）（ 6. 5. 2）

    ④建築基準法施行令第20 条の ７ 第３ 項の 規定に よ り 国土交通 ・ 強化ガ ラ ス 品名 厚さ 板面の品質 等級
・ 内部足場　 設置範囲（ 　 　 　 ）

    　 大臣の認定を 受け た 材料 　 平面強化ガ ラ ス 　 施工箇所　 ・ 図示　 ・ （ 　 　 　 ） ・ 構造用合板 　 ・ 12mm （ 広葉樹） 　 ・ １ 級
　 種別　  ※脚立、 足場板等　 ・ （ 　 　 　 ）          

　 材料板ガ ラ ス の 種類 厚さ の 呼び 特性に よ る 種類 　 ・ 24mm ・ １ 等　 ※２ 等以上 　 ・ ２ 級

・ （ 　 　 　 ）3　 発生材の処理等 発生材のう ち 、 発注者に 引渡し を 要する も の ・ 型板強化ガ ラ ス ・ 4mm ・ Ⅰ類 （ 針葉樹）
（ 表2. 2. 1） 　 材料、 撤去材等の運搬方法

（ 1. 3. 12） ・ ポ リ 塩化ビ フ ェ ニ ル（ Ｐ Ｃ Ｂ ） 含有物　 ・ 金属類 ・ フ ロ ート 強化ガ ラ ス ・ 6mm ・ Ⅲ類 　 ※Ｃ －Ｄ 以上
　 ・ Ａ 種　 ・ Ｂ 種　 ・ Ｃ 種　 ・ Ｄ 種  ・ Ｅ 種

・ そ の 他（ 　 　 　 　 　 ） ・ 熱線反射強化ガ ラ ス ・ 8mm  ・ （ 　 　 　 ）
　 　 （ Ｃ 種、 Ｄ 種の 場合） 利用可能な 箇所　 ※図示　 ・ （ 　 　 　 ） 　

・ 10mm 　 接着の 程度　 ・ 特類　 ・ Ⅰ類　 （ 常時湿潤状態の 場所） ※特類

特別管理産業廃棄物の種類及び処理方法 ・ 12mm 　 保存処理　 ・ 行う （ Ｋ 　 ） 　 ・ 行わ な い
2　 既存部分の 養生 ・ 既存部分の 養生　 　 範囲（ 　 　 　 ）

　 ・ 有（ 種類： 　 図示　 ） 　 ・ 無 ・ 図示 　 防虫処理　 ・ 行う 　 ・ 行わ な い
（ 2. 3. 1） 　 　 方法　 ※ビ ニ ルシ ート 、 合板等　 ・ （ 　 　 　 ）

　 　 使用箇所： 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・ 強度等級の指定
・ 既存家具、 設備等の 養生　 　 範囲（ 　 　 　 ）

　 　 分析調査の 要否　 ・ 有　 ・ 無（ 分析調査済） 　 　 曲げヤ ン グ 係数（ 　 　 －　 　 ）
　 　 方法　 ※ビ ニ ルシ ート 等　 ・ （ 　 　 　 ）

　 　 処理方法： 　 　 　 　 曲げ強さ （ 　 　 －　 　 ）
・ 既存ブラ イ ン ド 、 カ ーテ ン 等の 養生　 　 範囲（ 　 　 　 ）

　 　 方法　 ※ビ ニ ルシ ート 等　 ・ （ 　 　 　 ） 　 　  
発生材の う ち 、 工事現場に おい て 再利用・ 再資源化を 図る も の

　 　 保管場所　 ・ 図示　 ・ （ 　 　 　 ）
　 ※現場説明書２ －（ ５ ） （ エ ） 及び「 残材の 処理及び再生材の

・ 固定さ れた 備品、 机、 ロ ッ カ ー等の 移動
　 　 利用に関する 共通特記仕様書」 によ る

　 　 移動する 物（ 　 　 　 ）
　 ・ （ 　 　 　 ）

　 　 移動先（ 　 　 　 ）

5　 埋設配管・ 配線

・ 有り

5



・ 耐動荷重性 

Ｎ Ｏ Ｔ Ｅ Ｔ Ｉ Ｔ Ｌ Ｅ Ｉ Ｔ Ｅ Ｍ Ｓ Ｊ Ｏ Ｂ

Ｄ Ｅ Ｓ Ｉ Ｇ Ｎ Ｃ ＨＥ Ｃ Ｋ Ｄ Ｒ Ａ Ｆ Ｔ建 築 計 画 ・ 設 計 ・ 監 理

株式会社　 ユ ニ テ ィ 設計工房一級建築士事務所
Ｎ Ｏ ．

第１ ４ ３ ４ ５ ０ 号　 霧生　 房夫一級建築士事務所登録（ 神奈川） 第７ ７ ５ ９ 号　 管理建築士　 一級建築士登録

Ｓ Ｃ Ａ Ｌ Ｅ
―

改 修 特 記 仕 様 書 2

改 特 － ０ ２

市 立 二 本 松 小 学 校 Ａ １ 棟 ト イ レ 整 備 修 繕  

　 粒子測定方法－第１ 部： 光学顕微鏡法及び走査型電子顕微鏡」 、

測定方法

　 性粉じ ん・ 石綿・ RCF－」 又は環境省「 ｱｽﾍ゙ ｽﾄﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ ﾏﾆｭｱﾙ」 に

　 示さ れて い る 方法に よ る 。

　 環境測定協会で 発行し て いる 「 作業環境測定ｶﾞ ｲﾄﾞ ﾌﾞ ｯｸ１ －鉱物

　 労働省告示第46号「 作業環境測定基準」 に従い( 公社) 日本作業

　 　 石綿粉じ ん 濃度の 測定方法は、 J I S K3850-1「 空気中の 繊維状

　 　 作業環境測定機関（ 厚生労働大臣又は都道府県労働局長の登録

　 を 有する 者・ 機関

　 を 受け た 機関） 若し く は環境計量機関又はこ れと 同等以上の技術

測定機関

報告書

　 　 １ 部作成

・ 12. 5（ 不燃） ・ 15( 不燃）

※行う 　 ・ 行わな い

※行う 　 ・ 行わな い

1　 軽量鉄骨天井下地 野縁等の種類

　 屋外　 ※25形　 ・ 19形　 ・ （ 　 　 　 ）

　 屋内　 ※19形　 ・ 25形　 ・ （ 　 　 　 ）

周辺部の 端から の間隔（ 屋外の 場合）

野縁受、 吊り ボ ルト 及びイ ン サ ート の間隔（ 屋外の場合）

野縁の 間隔（ 屋外の 場合）

内
装
改
修
工
事
　
軽
量
鉄
骨
天
井
下
地

（ 6. 6. 2）

（ 6. 6. 3）

　 ・ 図示　 ・ （ 900mm程度）

　 ・ 図示　 ・ （ 150mm以内）  

　 ・ 図示　 ・ （ 360mm以内）  

　 ・ 使用する 　 ・ 使用し な い

　 既存吊り ボ ルト の 引張り 試験（ 使用する 場合）

（ 6. 6. 4） 吊り ボ ルト 受け 等の 既存の 埋込みイ ン サ ート

施工箇所（ 　 　 　 ）

・ 発泡層の

な い も の

・ 発泡層の

あ る も の

種類

・ 柄物

・ 無地

・ ﾏ ﾌーﾞ ﾙ柄 

・ 無地

・ 防滑性 

・ 耐薬品性 

・ 帯電防止 ※ 2. 0

厚さ （ ㎜）　 特殊機能　 色柄　 J I S 記号

　 ※Ｆ Ｓ

　 ・ （ 　 　 　 ）

　 ・ （ 　 　 　 ） ・ （ 　 　 　 ）

（ 6. 8. 2）

1　 ビ ニ ル床シ ート

　 　 確認箇所数　 ※当該階において 3箇所( 屋内の 場合）

・ 吊り ボ ルト の 間隔が900mmを 超え る 場合

　 補強方法　 ・ 図示　 ・ （ 　 　 　 ）

屋外の 軒天井、 ピ ロ テ ィ 天井等の補強

・ 天井下地材に おけ る 耐震性を 考慮し た 補強 

・ 天井の ふと こ ろ が 3. 0mを 超え る 場合 

　 補強方法　 ※図示　 ・ （ 　 　 　 ）

　 補強材の設置方法　 ・ 図示　 ・ （ 　 　 　 ）

　 建築基準法に 基づき 定ま る 風圧力に対応し た 工法 　

 ※適用する （ 建築基準法に基づき 定ま る 風圧力

　 （ ・ 1　 ・ 1. 15　 ・ 1. 3） 倍の風圧力に 対応し た 工法）  

　 　 ・ 適用し な い 

2 軽量鉄骨壁下地

　 ・ 50形　 ・ 65形　 ・ 90形　 ・ 100形　 ・ （ 　 　 　 ）

　 ※図示　 ・ （ 　 　 　 ） 　 　

ス タ ッ ド の高さ が5. 0ｍ を 超え る 場合

ス タ ッ ド 、 ラ ン ナー等の 種類 

出入口及びこ れに準ずる 開口部の補強方法

　 ※【 表6. 7. 1】 によ る ス タ ッ ド の 高さ によ る 区分に応じ た 種類

　 ※【 6. 7. 4( 5) ( ア ) ～( ウ ) 】 によ る 　 ・ 図示

（ 6. 7. 3）

（ 表6. 7. 1）

（ 6. 7. 4）

　 　 　 　 　 ・ （ 　 　 　 ） 　 　

　 　 確認強度　 ※400N程度( 吊ボ ルト 受け 等間隔900mm程度かつ

　 　 　 　 　 　 　 　 天井面構成部材等単位面積当た り の 質量が

　 　 　 　 　 　 　 　 20㎏/㎡以内の天井の 場合）

　 　 　 　 　 　 　 ・ （ 　 　 　 ）

　 　 確認強度　 ※400N程度( 吊ボ ルト 受け 等間隔900mm程度かつ

　 　 　 　 　 　 　 　 天井面構成部材等単位面積当た り の 質量が

　 　 　 　 　 　 　 　 20㎏/㎡以内の天井の 場合）

　 　 　 　 　 　 　 ・ （ 　 　 　 ）

　 ・ 使用する 　 ・ 使用し な い

　 あ と 施工ア ン カ ーの引張り 試験（ 使用する 場合）

　 　 確認箇所数　 ※当該階において 3箇所( 屋内の 場合）

　 　 　 　 　 　 　 　 ・ （ 　 　 　 ） 　 　

吊り ボ ルト 受け 等の あ と 施工ア ン カ ー

・  2. 5

　 　 体積電気抵抗値（ J I S A 1454） 1×107 ～1×1010Ω程度

　 帯電防止性能　

下地の 工法（ モ ルタ ル、 セ ルフ レ ベリ ン グ 材、 木下地以外） 　

・ 下地種別（ 　 　 　 ） 　 工法（ 　 　 　 ）

　 　 帯電防止性能評価値（ J I S A 1455） 1. 2以上～3. 2未満又は

目地処理の工法　 ※熱溶接工法　 ・ 突付け

（ 6. 8. 3）

・ 超防汚性

内
装
改
修
工
事
　
仕
上
等

材質　 ・ 軟質　 ・ 硬質 

厚さ ( mm) 　 ※1. 5以上　 ・ （ 　 　 　 ）

（ 6. 8. 2）

2　 ビ ニ ル幅木

高さ ( mm) 　 ・ 60　 ・ 75　 ・ 100　 ・ 120

5-3

5-2 種類 厚さ ( mm) 、 規格等

そ の他の ボ ード 張り

（ 6. 13. 2）

（ 表6. 13. 1）

タ イ プ 2（ 無石綿）

・ 0. 8け い酸カ ルシ ウ ム 板

・ 1. 0け い酸カ ルシ ウ ム 板

・ 5　 ・ 6　 ・ 8　 ・ 9　 ・ 10　 ・ 12  

・ 4　 ・ 5　 ・ 6　 ・ 8　 ・ 9　 ・ 10　 ・ 12

・ 12( 不燃) 　 ・ 15　 ・ 19

・ フ ラ ッ ト タ イ プ

・ 凹凸タ イ プ  

・ 9( 準不燃) 　 ・ 9( 不燃) 　 ・ 12( 不燃）　 　 化粧吸音板

・  ロ ッ ク ウ ール

・ 9. 5（ 準不燃）

・  グ ラ ス ウ ール

　 　 吸音ﾎﾞ ﾄーﾞ 号32K

・  せっ こ う ボ ード

・ 25( ｶﾞ ﾗｽｸﾛｽ包） ・ （ 　 　 　 ）

3 せっ こ う ボ ード

・  吸音用あ な あ き  

　 　 （ ﾄﾗﾊﾞ ﾁーﾝ模様）

　 　 せっ こ う ボ ード

・ 9. 5（ 準不燃）

・ 9. 5（ 準不燃）

・  化粧せっ こ う ﾎﾞ ﾄーﾞ

・  メ ラ ミ ン 樹脂化粧板 ・ 3

・  シ ージ ン グ
・ 9. 5（ 準不燃） ・ 12. 5（ 不燃）

 　 　 せっ こ う ボ ード

ホ ルム ア ルデヒ ド 放散量　 ※Ｆ ☆☆☆☆　 ・ （ 　 　 　 　 ）

（ 接着剤の 場合）

・ （ 　 　 　 　 ）

　 ①Ｆ ☆☆☆☆

　 　 し な い 材料使用（ 特殊加工化粧合板に 限る 。 ）

　 ④非ホ ルム ア ルデヒ ド 系接着剤及びホ ルム ア ルデヒ ド を 放散

　 ③非ホ ルム ア ルデヒ ド 系接着剤及びホ ルム ア ルデヒ ド を 放散

　 　 し な い 塗料使用（ 天然木化粧合板に 限る 。 ）

　 ②非ホ ルム ア ルデヒ ド 系接着剤使用（ 普通合板、 天然木化粧合板）

ホ ルム ア ルデヒ ド 放散量　 ※下記①～④を 満た す材料を 使用する 。

（ 合板の場合）

　 ・ 適用し な い

　 ・ 適用し な い

　 ・ 適用する （ 　 ｸﾞ ﾗｽｳ ﾙー32kg厚50mm　 ）

遮音材

天井ボ ード の重ね張り 　 ・ 行う 　 ・ 行わ な い（ 6. 13. 3）

遮音シ ール材

　 ・ 適用する （ ・ シ ーリ ン グ 材　 ・ ジ ョ イ ン ト コ ン パウ ン ド 　 ）

下地の工法

　 ・ 軽量鉄骨下地　 （ 施工箇所　 ・ 図示　 ・ （ 　 　 　 ） ）

　 ・ 木下地　 （ 施工箇所　 ・ 図示　 （ 　 　 　 ） ）

　 ・ （ 　 　 　 ） 　 （ 施工箇所　 ・ 図示　 （ 　 　 　 ） ）

　 合板類の張付け 種別　 ※Ｂ 種　 ・ Ａ 種

ボ ード 類、 合板等の 張付け 工法

せっ こ う ボ ード の 目地工法

　 ・ 継目処理工法　 ・ 突付け 工法　 ・ 目透し 工法

（ 表6. 13. 3）

（ 6. 13. 3）

（ 表6. 13. 5）

　 　 　 　 　 　 ・ 既調合モルタ ル（ 材料： 　 　 　 　 　 ）

モルタ ル　 　 ・ 現場調合モルタ ル

　 　 　 　 　 　 ・ 設け な い 

既製目地材　 ・ 設け る 　 形状、 寸法（ ※図示　 ・ 　 　 　 　 　 ）

仕上げ厚又は全塗厚が25mmを 超え る 場合の 措置

　 ※図示　 ・ （ 　 　 　 ）  

・ （ 　 　 　 ）床目地　 目地割　 ※2㎡程度

　 　 　 　 最大目地間隔 ※3m程度　 ・ （ 　 　 　 ）

　 　 　 　 目地の 種類　 ※押し 目地　 ・ （ 　 　 　 ）

（ 6. 15. 3）

（ 6. 15. 5）

（ 6. 15. 4）

（ 6. 15. 6）

セ ルフ レ ベリ ン グ 材

塗り

（ 6. 17. 3）

施工箇所　 （ 　 図示　 ）

セ ルフ レ ベリ ン グ 材の 種類及び品質　 ・ せっ こ う 系　 ・ セ メ ン ト 系

セ ルフ レ ベリ ン グ 材の 標準塗厚　 （ 　 図示　 ） mm

5

4 モ ルタ ル塗り

1 材料 屋内で使用する 塗料のホ ルム ア ルデヒ ド 放散量

（ Ｊ Ｉ Ｓ 等の材料規格におい て 放散量が 規定さ れて い る 場合）

  ※Ｆ ☆☆☆☆　 ・ （ 　 　 　 ）

防火材料の 指定　 ※屋内の壁、 天井仕上げは防火材料と する 。  

　 　 　 　 　 　 　 　 ・ 図示によ る

塗
装
改
修
工
事

（ 7. 1. 3）

下地調整2 下地調整の 種別

　 施工箇所　 下地調整の種別　 下地面の種類

・ 木部 ・ （ 　 　 　 ）・ RA種　 ・ RB種　 ・ RC種　

・ 木部（ 不透明塗料塗り ） ・ （ 　 　 　 ）

・ 鉄鋼面 ・ （ 　 　 　 ）

・ （ 　 　 　 ）・ 亜鉛め っ き 鋼面

・ （ 　 　 　 ）

（ 無塗装既存亜鉛め っ き

・ 亜鉛め っ き 鋼面

　 鋼面に 塗装を 行う 場合）

・ モルタ ル、 プ ラ ス タ ー面 ・ （ 　 　 　 ）

　 Ａ Ｌ Ｃ パネ ル面

・ コ ン ク リ ート 面( DP以外) ・ （ 　 　 　 ）

・ コ ン ク リ ート 面( DP) 、

　 押出成形セ メ ン ト 板面

・ （ 　 　 　 ）・ RA種　 ・ RB種　 ・ RC種　

・ せっ こ う ボ ード 面及び

　 そ の 他ボ ード 面

・ （ 　 　 　 ）

　 ※劣化部分は除去、 活膜部分は残す　 ・ 図示　 ・ （ 　 　 　 ）

既存塗膜の 除去範囲（ 【 表7. 2. 1】 ～【 表7. 2. 7】 ま で のRB種の 場合）

（ 7. 2. 1）

（ 7. 2. 2） （ 表7. 2. 1）

（ 7. 2. 3） （ 表7. 2. 2）

（ 7. 2. 4） （ 表7. 2. 3）

（ 7. 2. 5） （ 表7. 2. 4）

（ 7. 2. 6） （ 表7. 2. 5）

（ 表7. 2. 6）

（ 7. 2. 7） （ 表7. 2. 7）

（ 7. 2. 1）

　 　 　 　 　 RA種　

次のと おり と する

モ ルタ ル面及びコ ン ク リ ート 面のＥ Ｐ －Ｇ 塗り に おけ る 下地調整は

別図に 構造特記仕様書類があ る 場合、 下記の内容は構造特記仕様書類を 補完する も の と する 。

適用箇所（ 　 　 　 ）

　 コ ン ク リ ート の 類別　 ※Ⅰ類　 ・ Ⅱ類

　 ・ 建築基準法第37条第二号の規定に基づき 国土交通大臣の認定を

　 　 受け た コ ン ク リ ート の適用（ 　 　 　 ）

　 コ ン ク リ ート の 気乾単位容積質量によ る 種類

　 　 ※普通コ ン ク リ ート 　 ・ 軽量コ ン ク リ ート

1　 種類

2　 品質

ｽﾗﾝﾌﾟ

( ㎝)

・  15

※ 18

設計基準

強度( Fc) の 値

構造体強度

補正値( S) の 値

適用箇所

・ （ 　 　 　 ）

コ ン ク リ ート の 強度等

（ 8. 1. 3）

（ 表8. 1. 1）

（ 8. 1. 4）

（ 表8. 1. 1）

（ 表8. 1. 2）

（ 8. 2. 5）

（ 表8. 2. 4）

下地面等

※A種　 ・ B種不透明塗料塗り の 場合

透明塗り の場合
木部

種別

・ A種　 ・ B種

モ ルタ ル面及びプラ ス タ ー面

ｺﾝｸﾘ ﾄー面、 ALCﾊ゚ ﾈﾙ面

押出成形ｾﾒﾝﾄ板面及びDP塗り 下地ｺﾝｸﾘ ﾄー面

※B種（ DP塗の 場合）

亜鉛め っ き 鋼面

鉄鋼面

3　 素地ご し ら え

・ A種　 ※B種

・ A種　 ・ B種　 ※C種

・ A種　 ※B種

・ A種　 ※B種

・ A種　 ・ B種

（ 7. 3. 2～7. 3. 7）

（ 表7. 3. 1～表7. 3. 7）

塗装面の 種類 工程の 種別

塗替え 新規

・ つや有合成樹脂エマ ルシ ョ ン ペイ ン ト 塗り （ Ｅ Ｐ ーＧ ）

・ コ ン ク リ ート 面等

・ 屋内木部

・ （ 　 　 ）・ （ 　 　 ）

・ （ 　 　 ）

・ 鉄鋼面

・ （ 　 　 ）

・ 亜鉛め っ き 鋼面

し み止めの 適用（ 塗替え の場合） 　 ・ 有　 ・ 無

※Ａ 種

※B種

　 A種

・ （ 　 　 ）

 ・ A種 

 ・ B種 

 ・ A種 

 ・ B種 

塗装面の 種類 工程の 種別

塗替え 新規

・ （ 　 　 ）

・ ウ レ タ ン 樹脂ワ ニ ス 塗り （ Ｕ Ｃ ）

・ （ 　 　 ）

木部

（ 7. 11. 2）

（ 表7. 11. 1）

着色　 ・ 有　 　 ・ 無

　 工程

　 　 1　 既存塗膜除去RB種

　 　 2　 汚れ、 付着物除去

　 　 3　 下地調整材C-1塗り ( 全面)

　 　 4　 研磨紙ずり

内部塗装下地調整材C-1に つい て は、 エ ス ケ ー化研( 株) の 

ミ ラ ク フ ァ ン ド KC-1000同等品と する

※圧縮強度試験は、 第三者機関で行う こ と 。

・ （ 　 図示　 ） ・ （ Fc=21）

の除去工事

1　 石綿含有建材

環
境
配
慮
改
修
工
事

（ 9. 1. 1）

石綿含有建材除去後の仕上げ工事　 ※図示　 ・ （ 　 　 　 ）

石綿含有建材の 調査

　 石綿含有建材の事前調査 　 ・ 行う 　 　 ・ 行わ な い

　 調査方法　・ 工事着手に 先立ち 、 目視及び貸与する 設計図書等に

　 よ り ア ス ベス ト を 含有し て いる 吹付け 材、 成形板、

　 建築材料等の 使用の有無に つい て 調査し 、 調査結果

　 を 発注者に書面で 説明する 。

石綿含有の 有無

　 石綿含有吹付材除去工事( ﾚﾍ゙ ﾙ1　 届出対象特定工事)  ・ 有　 ・ 無

　 石綿含有保温材等( ﾚﾍ゙ ﾙ2　 届出対象特定工事)  ・ 有　 ・ 無

　 石綿含有成形板除去工事( ﾚﾍ゙ ﾙ3)  　 　 　 ・ 有　 ・ 無

　 石綿含有仕上げ塗材等　 　 　 　 　 ・ 有　 　 ・ 無

材料名 含有率

分析に よ る 石綿含有建材の調査の適用　 ・ 有　 ・ 無

分析対象

　 ア モ サ イ ト 、 ク リ ソ タ イ ル、 ク ロ シ ド ラ イ ト 、 ア ク チノ ラ イ ト 、

　 ア ン ソ フ ィ ラ イ ト 、 ト レ モ ラ イ ト

分析方法

※J I S A 1481-2「 建材製品中の ア ス ベス ト 含有率測定方法」 によ る

材　 料　 名 定性分析 定量分析

・ 箇所数( 　 　 　 　 　 ） ・ 箇所数( 　 　 　 　 　 ）

サ ン プ ル数　 １ 箇所あ た り ３ サン プ ル（ 10cm3/箇所、 100cm2/箇所）

採取箇所　 ・ 図示　 ・ （ 　 　 　 ）

石綿粉じ ん 濃度測定

　 ・  行う 　 　 　 ・  行わ な い

適用 測定名称 測定時期

石綿粉じ ん 濃度測定の 測定時期、 場所及び測定点

 ・ 測定 1 処理作業前

測定 2 ・

測定 3 ・ 処理作業中

（ 試験作業時測定 4 ・

 ・ 測定 5 　 及び

　 本作業時 ）

１ 週に１ 回

 ・ 測定 6

測定 7 ・ 処理作業後

測定点

・ 2点　 ・ 3点

・ 4方向各1点

2点

1点

・ 4方向各1点

・ 1点( 足場内)

・ 2点( 各階毎)

・ 2点( 各階毎)（ 隔離ｼー ﾄ撤去前）

1点排出口（ 処理作業

室外の 場合）

測定場所

処理作業室内

敷地境界

施工区画周辺

処理作業室内

ｾｷｭﾘﾃｨ ｿーﾞ ｰﾝ入口

集じ ん ・ 廃棄装置

敷地境界

施工区画周辺

処理作業室内

測定 8 ・ 処理作業後

（ 隔離ｼー ﾄ撤去後）

・ 4方向各1点

・ 1点( 各階毎)

敷地境界

施工区画周辺

フ レ キ シ ブルボ ード

石綿の 種類飛散性棟名

A1棟

A1棟合成樹脂E系服装塗材

ク リ ソ タ イ ル

ク リ ソ タ イ ル非飛散性

非飛散性

※測定点の位置は、 監督員と の協議によ る

※処理作業が １ 週間以上続く 場合に は、 各週で測定を 行う こ と 。

※施工区画周辺について は、 以下の と おり と する 。

　 作業室面積が 50㎡未満の時は、 2点と する 。

　 作業室面積が 300㎡未満の 時は、 3点と する 。
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　 調査範囲　 ・ 図示　 ・ （ 　 改修範囲全て 　 ）

6

7-1

・ RA種　 ・ RB種　 ・ RC種　

・ RA種　 ・ RB種　 ・ RC種　

・ RA種　 ・ RB種　 ・ RC種　

・ RA種　 ・ RB種　 ・ RC種　

・ RA種　 ・ RB種　 ・ RC種　

・ RA種　 ・ RB種　 ・ RC種　

（ 7. 9. 2）

（ 表7. 9. 1）

（ 7. 9. 3）

（ 表7. 9. 2）

（ 7. 9. 4）

（ 表7. 9. 3）

（ 7. 9. 5）

（ 表7. 9. 4）

4　 塗装

そ の他ﾎﾞ ﾄー ﾞ 面

せっ こ う ﾎ゙ ﾄー ﾞ 面及び 継目処理工法

継目処理工法以外 ・ A種　 ※B種

※A種　 ・ B種

・ B種

・ B種 ・ A種

・ B種 ・ B種

コ
ン
ク
リー

ト
工
事

・ ( 表6. 3. 2) によ る

・ 1点( 各階毎)
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市 立 二 本 松 小 学 校 Ａ １ 棟 ト イ レ 整 備 修 繕  

1-1　 作業計画書の 提出 特定建築材料( ﾚﾍ゙ ﾙ1、 ﾚﾍ゙ ﾙ2、 ﾚﾍ゙ ﾙ3及び石綿含有仕上塗材) の

除去に あ た り 、 作業開始前に 特定建築材料作業計画書を 提出し 、

発注者の承諾を 受け る こ と 。

1-2　 石綿作業主任者 除去工事共通事項

　 特定建築材料の除去にあ た り 、 石綿障害予防規則第19条に

　 基づき 、 石綿作業主任者の 選任を 行う も の と する 。

　 な お、 石綿作業主任者は、 石綿作業主任者技能講習修了者又は

　 平成１ ８ 年３ 月以前の特定化学物質等作業主任者の 有資格者と

　 する 。

1-3　 特別管理産業廃棄物

　  管理責任者

除去工事共通事項

　 特別管理産業廃棄物管理責任者の選任

　 特別管理産業廃棄物の除去工事にあ た り 、 廃棄物の 処理及び清掃

　 う も のと する 。

　 に関する 法律に基づく 特別管理産業廃棄物管理責任者の選任を 行

1-4　 表示及び掲示 　 ｢建築物等の 解体等の作業を 行う に当た っ て の 石綿ばく 露防止対策

　 の実施内容の 掲示に ついて ｣（ 平成17年8月2日　 厚生労働省通知

　 起案発第0802001号) 、 ｢大気環境中への石綿( ア ス ベス ト ) の飛散

　 防止対策の徹底と 実施内容の掲示に つい て ｣（ 平成17年8月19日

　 厚生労働省通知起案発第050809002号) に 基づき 、 実施内容を 見

　 やすい場所に 掲示する こ と 。

1-5　 除去作業者 1　 作業員は就業時に 石綿障害予防規則第27条に基づく 教育を 受け

　  た も のと する 。

2　 作業員の 健康診断

　 　 石綿障害予防規則( 以下、 石綿則と いう 。 ） 基づく 特殊健康診断

　 （ 6ヶ 月以内に １ 回定期に 受診） と じ ん 肺法に 基づく じ ん 肺健康診

　 常が な い者と する 。

　 断( ３ 年以内に １ 回） を 受診し た 者と し 、 診断の 結果、 肺機能に異

・ 石綿含有吹付け 材の除去

　 除去対象範囲　 ・ 図示　 ・ （ 　 　 　 ）

  除去し た 石綿含有吹付け 材等の 飛散防止　 ※湿潤化　 ・ 固形化

　 除去し た 石綿含有吹付け 材等の 処分方法

　 ・ 中間処理（ 溶融施設又は無害化処理）  

　 ・ 埋立処分（ 管理型最終処分場の一定の 場所) 　 　 　

・ 石綿含有保温材の除去 　 　 　

　 除去対象範囲　 ・ 図示　 ・ （ 　 　 　 ）

  除去し た 石綿含有吹付け 材等の 飛散防止　 ※湿潤化　 ・ 固形化

　 除去し た 石綿含有保温材の 処分

　 　 ・ 埋立処分（ 安定型最終処分場の一定の 場所) 　 　 　

　 ・ 中間処理（ 溶融施設又は無害化処理）  

（ 9. 1. 4）

　 除去工法　 ・ 図示　 ・ （ 　 　 　 　 ）

　 除去工法　 ・ 図示　 ・ （ 　 　 　 　 ）

（ 9. 1. 3）

1-6　 除去作業

作業場所の 周辺の養生　 ・ 行う 　 ・ 行わ な い　

・ 石綿含有成形板の 除去 　 　 　

  除去対象範囲　 ・ 図示　 　 ・ （ 　 　 　 ）  

（ 9. 1. 5）

　 原則、 原形のま ま 撤去する こ と 。 但し 、 撤去する こ と が困難な

　 場合は飛散防止抑制剤等を 用い て 飛散防止処置を 行う こ と 。

　 除去し た 石綿含有成形板の 処分 　

　 　 ・ 石綿含有せっ こ う ボ ード  　 　 　 　

　 　  　  ※埋立処分( 管理型最終処分場の 一定の場所)  　 　

　 　 ・ 石綿含有せっ こ う ボ ード を 除く 石綿含有成形板

　 　 　 ・ 埋立処分（ 安定型最終処分場の 一定の場所) 　 　 　

　     ・ 中間処理（ 溶融施設）  　 　

・ 石綿含有仕上塗材の除去

　 除去対象範囲　 ・ 図示　 ・ （ 　 　 　 ）

　 除去し た 石綿含有仕上塗材の 処分

　 ・ 中間処理（ 溶融施設又は無害化処理）  

　 　 ・ 埋立処分（ 安定型最終処分場の一定の場所) 　 　 　

　 除去工法　 ・ 高圧水洗工法　 ・ 剥離剤　 ・ （ 　 　 　 ）

　 ・ 汚泥と し て 処理 

　 　

　 　 処分方法（ 　 　 　 ）

　 　 保管方法（ 　 　 　 ） 　 運搬方法（ 　 　 　 ）

（ 9. 1. 6）

　 作業を 行う 際、 大気汚染防止法施行規則別表第七第一の項下欄

　 イ ～チの事項を 遵守する か 、 そ れら と 「 同等以上の効果を 有す

　 る 措置（ ※1） 」 を 講ずる こ と

※ア ス ベス ト 含有仕上塗材への「 カ ッ タ ー入れ」 や「 穿孔」 の

 ( ※1) 「 同等以上の効果を 有する 措置」 は下記の 何れか の 工法と する

　 ・ 集じ ん装置併用手工具ケ レ ン 工法

　 ・ 集じ ん装置付き 高圧水洗工法（ 15MPa以下）

　 ・ 集じ ん装置付き 超高圧水洗工法

　 ・ 超音波ケ レ ン 工法

　 ・ 剥離材併用手工具ケ レ ン 工法

　 ・ 剥離材併用超高圧水洗工法

　 ・ 剥離材併用超音波ケ レ ン 工法

　 ・ 集じ ん装置付き ディ ス ク グ ラ イ ン ダ ーケ レ ン 工法

※上記の 工法で集じ ん装置を 用い る 場合、 専用のＨ Ｅ Ｐ Ａ フ ィ ル

　 タ ーを 内臓し た 集じ ん 装置を 用い 、 且つ敷地内に フ ィ ルタ ー交

　 換を 行う た めの 施設( ※2) を 設け る こ と 。

※廃棄する ア ス ベス ト 含有仕上塗材を 一時保管する 施設( ※2) を

　 敷地内に設け る こ と 。 ま た 、 保管場所に は石綿含有仕上塗材が

　 保管さ れて いる 旨を 掲示する こ と 。

（ ※2） ： 施設の 構造は単管及びビ ニ ルシ ート 等で 構成し 、

 　 　 　 　 一定の 気密性を 保つも の と する

   　 　 　 一時保管する 施設は兼用と する こ と が で き る

 　 　 　 　 な お、 フ ィ ルタ ー交換を 行う た めの 施設及び

室内ア ス ベス ト 除去作業時の 養生

　 剥離場所を LGSや木下地等を 用いて 作業場所を 区画養生を 行っ た

　 状態で 作業を 行う こ と 。 養生に はポ リ シ ート を 用いる こ と 。

特定建築材料の除去作業完了後の 報告

　 大気汚染防止法18条23第1項に基づき 除去作業完了後、 速やかに

　 作業結果報告書を 発注者へ提出する こ と 。

1-7　 作業完了後の 報告

・ モ ルタ ル充填タ イ プ　 ・ 張物（ 塩ビ シ ート ） タ イ プ

9 1　 ト イ レ ブ ース ※現場墨出し の 後、 製作図等を 事前に 作成し 、 監督員の 承諾を 得て

仕
上
ユ
ニ
ッ
ト
工
事

　 か ら 製作する こ と 。

※下地状態が わか る 写真を 提出する こ と 。

※ペ－パ－ホ ルダ －、 補助手摺、 戸当り （ 取付及び受側） 等、 付属

　 物取付位置に下地補強を 施すこ と 。

※表面材はメ ラ ミ ン 化粧板製（ ア ルミ ア ールエ ッ ジ ） と する 。

※裏打材はパ ーテ ィ ク ルボ ード 9mmと する 。 規定幅を 超え る ブ ース 扉

　 は 腰部分に 裏打材合板5. 5mmで 補強し 扉下サポ ート 付と する 。

※非常開放戸当た り （ 扉上部） と する 。

2　 ラ イ ニ ン グ ※小便器及び手摺、 Ｓ Ｋ 流し 等の 取付位置補強に つい て 調整し た 後

　 に 施工を 行う こ と 。

3　 床点検口 ※材質： ス テ ン レ ス 製（ ス テ ン レ ス 目地） 　

　 寸法： ６ ０ ０ ×６ ０ ０ （ 防水防臭型･鍵付）

※有効開口800以上の扉は、 常開と する 。

建築・ 電気 衛　 生工事区分表
備　 考

（ 本工事） （ 別途発注工事）

天井付各種設備器具の 穴開け 、
〇 〇 各工事で 対応

取付枠及び補強・ 補修

棚板取付 〇

洗面台及び据付 〇

洗面台カ ウ ン タ －表面板仕上げ

（ 製作物のみ）

同上配管接続 〇

同上への 照明及びヒ －タ －用
〇

電源配線及び接続

設備機器用ス リ －ブ、 給気用ス リ －ブ
〇

及び取付

ダ ク ト 用ベン ト キ ャ ッ プ及び取付 〇

床、 壁、 天井点検口（ 下地補強共） 〇

換気扇及び取付枠への 取付、 配線 〇( 配線) 〇

換気扇取付枠及び躯体への 取付 〇

各種配管、 ダ ク ト の雨掛り 躯体貫通部の
〇 〇

シ －リ ン グ 打ち

資材搬入口の 仮設並びに復旧工事 〇

マ ン ホ －ル、 ハン ド ホ －ル等の 化粧蓋 〇
〇

及びタ ラ ッ プ ※1

ト イ レ の 手摺 〇 ※2

ト イ レ の ペ－パ－ホ ルダ －、 目皿、 化粧鏡 〇

各工事で 対応

※2　 便器一体型の 手摺は 衛生工事で対応

※1　 躯体に設置する タ ラ ッ プ は建築工事で 対応

メ ーカ ー・ 製品リ ス ト （ 同等品以上と する 。 ）

部　 位

汚垂石

小便器用補助手摺

大便器用補助手摺

磁器質施釉タ イ ル　 厚6×W600

ハイ ド ロ セ ラ ・ フ ロ ア Ｐ Ｕ （ 薄型） （ Ｔ Ｏ Ｔ Ｏ ） 同等品

Ｗ＝６ ０ ０ 　 　 Φ３ ４ 　 （ 樹脂被覆タ イ プ ）

Ｔ １ １ ２ Ｃ Ｌ ９ （ Ｔ Ｏ Ｔ Ｏ ） 同等品

３

２

１

洗面器用補助手摺 Ｄ ＝５ ５ ０ 　 Φ３ ４ （ 樹脂被覆タ イ プ ）４

ラ イ ニ ン グ 甲板 ポ リ エス テ ル系人工大理石厚12　 　 　 　  　

マ ーブラ イ ト カ ウ ン タ ーMLK1（ NEWﾌﾟ ﾚ ﾝー） （ Ｔ Ｏ Ｔ Ｏ ） 同等品

５

Ｔ １ １ ２ Ｃ Ｐ ２ ３ （ Ｔ Ｏ Ｔ Ｏ ） 同等品

Ｄ ＝７ ０ ０ 　 Φ３ ４ （ Ｐ 型樹脂被覆タ イ プ ） 　

７ ０ ０ ×７ ０ ０ 　 　 Φ３ ４ 　 （ Ｌ 型樹脂被覆タ イ プ ） 　

４ ５ ０ ×４ ５ ０ 　 　 Φ３ ４ 　 （ Ｌ 型樹脂被覆タ イ プ ） 　

Ｄ ＝８ ０ ０ 　 Φ３ ４ （ Ｐ 型樹脂被覆タ イ プ ）

Ｔ １ １ ２ Ｃ Ｕ ２ ２ （ Ｔ Ｏ Ｔ Ｏ ） 同等品

Ｔ １ １ ２ Ｃ Ｐ ２ ６ （ Ｔ Ｏ Ｔ Ｏ ） 同等品

Ｔ １ １ ２ Ｈ Ｋ ７ （ Ｔ Ｏ Ｔ Ｏ ） 同等品

Ｄ ＝８ ０ ０ 　 Φ３ ４ （ は ね上げ手摺 樹脂被覆タ イ プ ） 　

Ｔ １ １ ２ Ｃ Ｐ ２ ３ （ Ｔ Ｏ Ｔ Ｏ ） 同等品

超防汚性ﾋﾞ ﾆﾙ床ｼー ﾄ

メ ラ ミ ン 不燃化粧板

厚さ ２ ． ０ mm

サニ タ リ ウ ム （ ロ ン シ ール工業） 同等品

厚さ ３ ． ０ mm

抗菌メ ラ ミ ン 不燃化粧板（ ア イ カ 工業） 同等品

７

６

参考見積業者

部　 位

１ 　 補助手摺等 神奈川フ ァ イ リ ン グ 　 株式会社

Ｔ Ｏ Ｔ Ｏ 　 株式会社

株式会社　 Ｌ Ｉ Ｘ Ｉ Ｌ

神奈川フ ァ イ リ ン グ 　 株式会社

小松ウ ォ ール工業　 株式会社

三和シ ャ ッ タ ー工業　 株式会社

２ 　 鋼製建具

三和シ ャ ッ タ ー工業　 株式会社

小松ウ ォ ール工業　 株式会社

神奈川フ ァ イ リ ン グ 　 株式会社

株式会社　 エ コ ・ ア シ ス ト

株式会社　 高木解体

株式会社　 東洋カ イ テ ッ ク

株式会社　 ミ ギ タ 室内工業

有限会社　 田所製材

カ ナ ガ ワ リ ッ チ

３ 　 ト イ レ ブ ース

４ 　 ﾊ゚ ｹーｯﾄﾌﾛ ﾘーﾝｸﾞ

５ 　 そ の 他
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N・ S

案 内 図 ・ 配 置 兼 仮 設 計 画 図 （ 参 考 図 ）  

屋内運動場

プール

玄
関

事
務

Ｎ

S=1: 600 S=1: 300

配 置兼 仮設 計 画図 （ 参 考 図）  S=1: 600

WCWC

身障者WC

1階

A

A

WCWC

身障者WC

WCWC

身障者WC

： 床 面 養 生 範 囲 を 示 す

： 床 面 養 生 範 囲 を 示 す

2階

3階

・ 学 校 敷 地 内 は ﾊｻﾞ -ﾄ ﾞ ﾗﾝﾌﾟ を 点 滅 し て 最 徐 行 を 行 う こ と 。

【 学 校 敷 地 内 を 車 両 が 通 行 す る 場 合 に 厳 守 す べ き こ と 】

・ 登 下 校 の 時 間 や 休 み 時 間 に お い て は 、 原 則 と し て 出 入 り は 行 わ な い こ と 。

・ 2人 以 上 で 車 両 通 行 す る 場 合 は 、 1人 が 車 両 か ら 降 り て 先 導 す る こ と 。

・ 1人 で 車 両 通 行 す る 場 合 は 、 原 則 と し て 事 前 に 学 校 内 に い る 人 （ 現 場 代 理 人 等 ）

に 連 絡 を 入 れ て 先 導 し て も ら う こ と 。

・ 敷 地 内 の 駐 車 ｽﾍﾟ -ｽよ り 車 両 通 行 を 開 始 す る 前 に は 、 車 両 周 辺 の 前 後 左 右 の

確 認 を 行 う こ と 。

前室身障者
WC

男子

WC

女子

WC

1. 2. 3階 仮 設 参 考 図

S=1: 300

廊下

4, 710
内部仮囲い
Ｈ＝2. 600

1. 2. 3F

出入口扉

1,
35

0

▼ ▼
搬出入口

幅員： 6. 08m
二本松44号

相
原

10
3号

幅
員

：
4.

52
m

相原104号
幅員： 5. 65m

2
.5

00
2
.5

0
0

： 床 面 養 生 範 囲 を 示 す

8
00

市 立 二 本 松 小 学 校 Ａ １ 棟 ト イ レ 整 備 修 繕

Ａ － ０ １

ハ ッ チ は ト イ レ 整 備 修 繕 部 分 を 示 す

ハ ッ チ は ト イ レ 整 備 修 繕 部 分 を 示 す

ハ ッ チ は ト イ レ 整 備 修 繕 部 分 を 示 す

※ 工 事 に お い て 使 用 す る 工 事 用 水 及 び 電 力 は 、 原 則 と し て 学 校

　 敷 地 内 の 水 道 ・ 電 気 施 設 を 使 用 す る こ と は で き な い 。

　 や む を 得 ず 学 校 敷 地 内 の 水 道 ・ 電 気 施 設 を 使 用 す る 場 合 は 、

ま た 、 設 置 位 置 に つ い て は 監 督 員 及 び 学 校 に 確 認 を 行 い 決 定 す る こ と 。

　 使 用 量 計 測 用 の メ ー タ ー を 設 置 し 、 そ の 設 置 し た 場 所 か ら の み の

　 使 用 と す る こ と 。

誘導員： コ ン ク リ 打設時のみ　

2人程度

工 事 車 両 出 入 口

仮 囲 い （ H=1, 800）
ｶﾞ -ﾄ ﾞ ﾌｪﾝｽ

L=95. 00m程 度

30
.0

0
0

20. 000

工事完了時整地（ ｽｸﾘ ﾆーﾝｸﾞ ｽ厚3mm、 敷き 均し 、 締固め共　 640㎡程度）

28. 000

ｷｬｽﾀ-ｹ゙ -ﾄW=6. 00m×H=2. 00m
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PS

前 室

FL-15

女 子 ﾄｲﾚ

FL

棚

棚

棚

棚

棚

1
40

140

140

140

ﾌﾞ -ｽ全て 撤去

CB厚100

140×30

140×30

間仕切壁撤去

140×30

CB厚100ﾗｲﾆﾝｸﾞ 壁撤去

ﾃﾗｿﾞ ﾌーﾞ ﾛｯｸ撤去

( L=1, 400、 H=1, 010）

600角撤去

ﾃﾗｿﾞ -ﾌﾞ ﾛｯｸ撤去140×30

( L=1, 400、 H=1, 010）

ﾃﾗｿﾞ ﾌーﾞ ﾛｯｸ撤去

ｱﾙﾐ扉撤去
（ 戸袋共 ）

ｱﾙﾐ扉撤去
（ 戸袋共）

ﾃﾗｿﾞ ﾌー゙ ﾛｯｸ撤去
140×30 L=900 ﾃﾗｿﾞ ﾌーﾞ ﾛｯｸ撤去

ﾃﾗｿﾞ ﾌーﾞ ﾛｯｸ撤去

ﾗｲﾆﾝｸﾞ 壁撤去
( L=1, 730、 H=1, 000）

P型手摺撤去

L型手摺撤去

跳上げ手摺撤去

ﾗｲﾆﾝｸﾞ 壁撤去
( L=2, 480、 H=1, 560）

CB厚100

間仕切壁撤去CB厚100

SUS見切り 撤去

間仕切壁撤 去（ 軽鉄下地）
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80
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0

230

ﾏﾙﾁｼﾝｸ

750

70
0

補助手摺新設補助手摺新設

800

有効開口

800

有効開口

ｽﾗﾌ゙ 復旧
ｽﾗﾌ゙ 開口

間仕切壁撤去

SUS見切り 撤去

棚新設

棚新設

避
難

経
路

4, 500

2, 250

210

2, 460

7 8

2, 020 230

PS点検口扉新設
( 600×600)

800 有効開口

L=450
( Sｶﾝ付： 5個)
SUSﾊ゚ ｲﾌﾟ 新設

ﾗｲﾆﾝｸﾞ 壁新設

床見切り 材( SUS) 新設
W=40 L=925

1754
0
0

2
,
4
0
0

980

有
効

開
口

1, 415

男 子 ﾄｲﾚ

1, 067. 5

4
00

床下点検口

50
0

7
85

補助手摺新設
L=650

7
85

965

W=600, L=550
小便器用汚垂ﾀｲﾙ

ﾗｲﾆﾝｸﾞ 壁新設

ﾗｲﾆﾝｸﾞ 壁新設
H=900

2, 250 1, 190 1, 270

4, 500 210

7 8 87
4, 500 210

2, 200 2, 300

壁・ 建具・ 備品等撤去

ス ラ ブ開口( 床切断､撤去)

凡 　 例

展開方向Ｄ Ｂ

Ｃ

Ａ

＊ 棚 撤 去 （ 200× 300程 度 ） ： 男 子 ﾄｲﾚ2ｹ所 ・ 女 子 ﾄｲﾚ3ｹ所

市 立 二 本 松 小 学 校 Ａ １ 棟 ト イ レ 整 備 修 繕

既存ｽﾗﾌﾞ ｶｯﾀ-入れ

2
,
9
0
0

2
,
1
0
5

LGS天井下地撤去

室 名 ・ 部位 改造 前仕上 表 撤去 範 囲 改 造 後 仕上 表 備　 考

女 子 ト イ レ

男 子 ト イ レ

天 井

廻縁

壁

( ﾗｲﾆﾝｸﾞ )
腰 壁

巾 木

床

天 井

廻縁

壁

( ﾗｲﾆﾝｸﾞ )
腰 壁

巾 木

床

天 井

廻縁

壁

巾 木

床

塩ビ 見切り 縁

塩ビ 見切り 縁

ソ フ ト 巾木

モルタ ル下地 長尺塩ビ シ－ト

H=100

FL -
+ 0

塩ビ 見切り 縁

ソ フ ト 巾木 H=100

前 室

LGS天井下地撤去フ レ キ シ ブ ルボ ード t =5. 0撤去　

塩ビ 見切り 縁 撤去

塩ビ 見切り 縁 撤去

塩ビ 見切 り 縁 撤去

塗装面下地調整（ 付着物除去程度）

ソ フ ト 巾木撤去

ソ フ ト 巾木撤去

新設LGS天井下地( 19型) 　 化粧石膏ボ ード ( t =9. 5) 張り

塩ビ 見切り 縁 新設

新設LGS天井下地( 19型) 　 化粧石膏ボ ード ( t =9. 5) 張り

新設

塩ビ 見切り 縁 新設

塩ビ 見切り 縁 新設

甲板( 人工 大理石t =12）
＊部分詳細 図1参照

H=900、 1. 100、 1. 200

甲板( 人工 大理石t =12）
＊部分詳細 図1参照

H=900

ソ フ ト 巾木新設 H=60

ソ フ ト 巾木新設 H=100

ソ フ ト 巾木新設

+FL 0-

+FL 0-

+FL 0-

ト イ レ ブ ース ( メ ラ ミ ン ) 　 抗菌手摺

抗菌手摺

抗菌手摺
LGS壁下地( 65型) 　 構造用合板張り の 上メ ラ ミ ン 不燃化粧板( t =3) 貼 り

LGS壁下地( 65型) 　 構造用合板張り の 上メ ラ ミ ン 不燃化粧板( t =3) 貼 り

( 開口部は ス ラ ブ 復旧の 上)

CH=2. 390

（ 一部　 　 　 　 +ｾﾝﾁｭﾘ-ﾎ゙ -ﾄﾞ 厚12下地）LGS下地　

LGS天井下地　 フ レ キシブルボード t ＝5. 0　 GP塗（ ｱｽﾍ゙ ｽﾄ含有ﾚﾍ゙ ﾙ3） CH=2. 400

H=1. 000

LGS天井下地　 有孔化粧石膏ボード t ＝9. 5 CH=2. 390

モルタ ル下地　 Ｇ Ｐ 塗

プラ ス チッ ク マッ ト 厚13 FL-15

フ レ キ シ ブ ルボ ード t =5. 0撤去　 LGS天井下地撤去

」

塗装 面下地調整（ 付着物除去程度）
LGS下地　

長尺塩ビ シ－ト  撤去 SUS見切り W=40撤去プラ ス チッ ク マッ ト 厚13 撤去

CH=2, 400

CH=2. 400

CH=2, 400

（ 一部　 　  　  +セン チュ リ －ボ－ド 厚12撤去）

ア ルミ 点検口( 450□) 開口部補強共

ア ルミ 点検口( 450□) 開口部補強共

ア ルミ 点検口( 450□) 開口部補強共

AW2

82
0

TB3

TB2

TB1

間 仕切壁撤去CB厚 100

-15

ﾓｻ゙ ｲｸﾀｲﾙ撤去

PS扉撤去

ﾗｲﾆﾝｸﾞ 壁新設

1,
30

0r
確

保
ﾉｺ

ﾄ
L=2, 800

FL-
+0

廊 下

FL-
+0

廊 下

新設間仕切壁b

b 新設間仕切壁

新設間仕切壁c

新設間仕切壁

1, 220

モルタ ル下地　 50角モザイ ク タ イ ル貼り FL-15

有孔化粧石膏ボ ード t =9. 5撤去

ｽﾗﾌﾞ 開口
（ 300×650）

ｽﾗﾌﾞ 開口
（ 300×650）

25x75( 四方)
木製額縁

下地調整の上、 EP-G塗装
25x75( 四方)
木製額縁

下地調整の上、 EP-G塗装

（ 300×650）

配管穴埋め

配管穴埋め

LGS天井下地フ レ キシブルボード t＝5. 0　 GP塗（ ｱｽﾍ゙ ｽﾄ含有ﾚﾍ゙ ﾙ3）

モルタ ル下地　 GP塗

一部塗装面下地調整（ 付着物除去程度）

ﾗｲﾆﾝｸﾞ 壁撤去CB厚100

L=2, 412

H=1. 100 L=2, 412

L=1, 097

H=950

ﾋﾟ ｸﾄｻｲﾝ新設
木枠新設ﾀﾓ集成材UC

（ 三方）25×160

一部新設間仕切壁 ＊部分詳細図2参照

ｴｱﾓﾙﾀﾙt =17 金ｺﾞ ﾃ仕上 ｾﾙﾌﾚﾍ゙ ﾘﾝｸﾞ t =13

新設間仕切壁 ＊部分詳細図2参照

手洗い ピ ク ト サ イ ン （ 250×250： ｲﾝｸｼﾞ ｪｯﾄｼ-ﾄ）抗菌手摺

上部： 軽鉄 下地

LGS天井下地( 19型) 　 化粧石膏ボ ード ( t =9. 5) 張り

配管穴90φ

（ 90φ）

（ 跳ね上げ形）

下部： CB厚100 1段

上部： 軽鉄下地
間仕切壁撤去

下部： CB厚100 1段
上部： 軽鉄下地
下部： CB厚100 1段

Ｎ Ｏ ．

Ａ － ０ ２

SK

配管穴90φ

FL-15 配管穴70φ

配管穴埋め
（ 90φ）

ﾋﾟ ｸﾄｻｲﾝ新設 有効開口
927. 5

配管穴埋め
（ 80φ）

配管穴埋め

配管穴埋め

配管穴埋め

FL-
+0

41
247

0

配管穴埋め

配管穴埋め

木製額縁残し
25×75（ 四方）

間仕切壁撤去（ 軽鉄下地共 ）

配管穴50φ

配管穴50φ

配管穴60φ

配管穴60φ

有効開口

（ 60φ）

（ 60φ）

（ 60φ）

（ 50φ）

配管穴埋め
（ 50φ）

（ 50φ）

・ 手摺設置については、 設備器具と の位置を確認の上、 取り 付ける こ と 。

・ 配管用ラ イ ニングについては関連業者と 調整の上施工する こ と 。

・ 設備器具等取り 付けに伴う ト イ レブ－スの補強については建築工事に含む。

・ 和便器・ 洋便器・ 小便器・ 手洗い・ SK・ 鏡は全て撤去, 新設（ 設備工事）
( 附属物、 紙巻き 器等を含む）

壁掛式小便 器/洋便器/紙巻器/（ 設備工事）

洋便器/手洗い /紙巻器/ｵｽﾄﾒｲﾄﾊﾟ ｯｸ( 1Fの み) /（ 設備工事）

配管穴80φ

ﾌﾟ ﾗｽﾁｯｸﾏｯﾄ厚12撤去

サイ ン撤去

SUSﾊ゚ ｲﾌﾟ 撤去
L=500

140×30 L=900

サイ ン撤去

（ 300×650）

排水目皿撤去

ﾌ゙ -ｽ全て撤去
掃除口撤去

木製額縁残し
25×75（ 四方） H=900

給気口穴埋

SUS見切り W＝40新設

サイ ン撤去

給気口撤去 給気口撤去

掃除口撤去

ﾓｻ゙ ｲｸﾀｲﾙ撤去

男 子 ﾄｲﾚ排水目皿撤去

間仕切壁撤去
CB厚100

FL-
+0

女 子 ﾄｲﾚ

ｽﾗﾌﾞ 復旧
（ 300×650）

（ 140φ）
排水目皿穴埋め

掃除口穴埋め
（ 80φ）

排水目皿穴埋め
（ 140φ）

掃除口穴埋め
（ 80φ）

（ 170φ）
給気口穴埋

L=1, 022
ﾗｲﾆﾝｸﾞ 壁新設

（ 170φ）

AW1

ﾊﾞ ﾘｱﾌﾘ ﾄーｲﾚ

FL-
+0

1,
0
97

.
5 掃除口穴埋め

（ 120φ）

掃除口撤去
b 新設間 仕切壁

掃除口穴埋め
（ 120φ）

配管穴90φ

掃除口撤去

FL-
+0

前 室

15
0

新設間仕切壁b

掃除口撤去

掃除口撤去

身 障 者 ﾄｲﾚ

FL-
+0

750r

掃除口穴埋め

掃除口穴埋め
（ 80φ）

900r

H=100

H=1, 200 L=750

c

1, 144

新設間仕切壁

( 300×300)
点検口扉新設（ 120φ）

補助手摺新設

・ 石綿除去の工法において、 成形板は原形のま ま取り 外し

　 下地調整材は剥離剤（ ムキベス ト Ⅰ同等） 塗布の上手工具ケレン工法と する

H=1. 010・ 1. 560

C. B厚100モルタ ル下地　 複層塗材E塗（ 下地調整材にｱｽﾍ゙ ｽﾄ含有ﾚﾍ゙ ﾙ3）

（ 下地調整材に）
（ ｱｽﾍ゙ ｽﾄ含有ﾚﾍ゙ ﾙ3）

モルタ ル下地 複層塗材E塗 LGS下地　（ 一部　 　 　 　 +ｾﾝﾁｭﾘ-ﾎ゙ -ﾄﾞ 厚12下地）
（ ｱｽﾍ゙ ｽﾄ含有ﾚﾍ゙ ﾙ3）
（ 下地調整材に）

（ 下地調整材に）
（ ｱｽﾍ゙ ｽﾄ含有ﾚﾍ゙ ﾙ3）

LGS下地　（ 一部　 　 　 　 +ｾﾝﾁｭﾘ-ﾎ゙ -ﾄﾞ 厚12下地）

石綿除去の 上、 下地C. B撤去　 衛生陶器撤去( 設備工事)

LGS下地+セン チュ リ －ボ－ド 厚12撤去・ 石綿除去の上、 CB壁撤去

石綿除去の 上、 下地C. B撤去　 衛生陶器撤去( 設備工事)

ｾﾙﾌﾚﾍ゙ ﾘﾝｸﾞ t =13の 上､超防汚性長 尺塩ﾋﾞ ｼ ﾄーt =2. 0新設 

C. B厚100モルタ ル下地　 GP塗（ 下地調整材にｱｽﾍ゙ ｽﾄ含有ﾚﾍ゙ ﾙ3）

（ 一部LGS下地+セ ン チ ュ リ －ボ －ド 厚12撤去・ 石綿除去の 上、 一部CB壁撤去）

＊ 棚 新 設 （ 陶 器 製 TOTO YAK600C同 等 品 程 度 ）

サイ ン撤去

ﾋﾟ ｸﾄｻｲﾝ新設
LSD1

SD2

SD1

b
床見切り 材( SUS) 新設
W=40 L=1, 500

新設
突出ｻｲﾝ

補助手摺新設

構造用合板厚24貼り 追加

床下点検口
600角新設

（ 廊下側に色合いを合わせ、 男女ト イ レ と は別にする ）

（ 300×650）
ｽﾗﾌ゙ 復旧

長尺塩ビ シ－ト  撤去（ 下地モルタ ルt=13程度共）

50角モ ザ イ ク タ イ ル撤去（ 下地モ ル タ ルt =13程度共） ス ラ ブ 開 口( 和便器撤去部分)

EP-G塗装、 塗替部分は下地調整の 上、 EP-G塗装

塗替（ 既存下地調整 ( C-1) の 上、 EP-G塗り ）

塗替（ 既存 下地調整( C-1) の 上、 EP-G塗り ） 一部新設間仕切壁 ＊部分詳細図2参照

ス ラ ブ復旧t=120( 詳細図参照）

凡　 例

新設壁

： コ ーナーガード

： 見下 げ

a　 b  c    ： 部 分 詳 細 図 2参 照

ｾﾙﾌﾚﾍ゙ ﾘﾝｸﾞ t =13の 上､防滑ﾋﾞ ﾆﾙ床 ｼー ﾄt =2. 5新設 

防滑ビニル床シート 貼り

ﾊﾞ ﾘｱﾌﾘ ﾄーｲﾚ

身障 者 ト イ レ
（ 修 繕 前 ）

（ 修 繕後 ）

＋超防汚性長尺塩ﾋﾞ ｼ ﾄー t =2. 0新設 汚垂ﾀｲﾙ

1階 改 造 前 /改 造 後 平 面 詳 細 図

パ－ケッ ト フロ －リ ング撤去
パ－ケッ ト フ ロ －リ ング貼替

CH=2, 400

CH=2, 390

ｵｽﾄﾒｲﾄﾊ゚ ｯｸ
ｺﾝﾊ゚ ｸﾄ

1階 平面 詳 細 図 （ 改 造前 ） S=1: 50 1階 平面 詳 細 図 （ 改 造 後 ） S=1: 50

補助手摺新設

棚新設

ﾊ゙ ﾘｱﾌﾘ ﾄーｲﾚ側： メ ラ ミ ン 化粧板貼り



a　 b  c    ： 部 分 詳 細 図 2参 照
壁・ 建具・ 備品等撤去

ス ラ ブ開口( 床切断､撤去)

凡 　 例

Ｃ

展開方向Ｄ Ｂ

Ｃ

Ａ

Ｎ Ｏ Ｔ Ｅ Ｔ Ｉ Ｔ Ｌ Ｅ Ｉ Ｔ Ｅ Ｍ Ｓ Ｊ Ｏ Ｂ

Ｄ Ｅ Ｓ Ｉ Ｇ Ｎ Ｃ ＨＥ Ｃ Ｋ Ｄ Ｒ Ａ Ｆ Ｔ建 築 計 画 ・ 設 計 ・ 監 理

株式会社　 ユ ニ テ ィ 設計工房一級建築士事務所
Ｎ Ｏ ．Ｓ Ｃ Ａ Ｌ Ｅ

第１ ４ ３ ４ ５ ０ 号　 霧生　 房夫一級建築士事務所登録（ 神奈川） 第７ ７ ５ ９ 号　 管理建築士　 一級建築士登録 S=1: 50

市 立 二 本 松 小 学 校 Ａ １ 棟 ト イ レ 整 備 修 繕
2階 改 造 前 /改 造 後 平 面 詳 細 図
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25

有
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女 子 ﾄｲﾚ

1, 300
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0

4
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1
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7.

5

150

PS

80
0

80
0

81
2
.5

80
0

80
0

230

ﾏﾙﾁｼﾝｸ

750

70
0

補助手摺新設補助手摺新設

800

有効開口

800

有効開口

FL-
+0

ｽﾗﾌﾞ 復旧

W=40

棚新設

棚新設

避
難

経
路

4, 500

2, 250

210

2 , 460

7 8

2, 020 230

PS点検口扉新設
( 600×600)

800 有効開口

L=450
( Sｶﾝ付： 5個)
SUSﾊ゚ ｲﾌﾟ 新設

ﾗｲﾆﾝｸﾞ 壁新設

床見切り 材( SUS) 新設
W=40 L=925

L=1, 500

1754
0
0

2
,
4
0
0

900r

980

有
効

開
口

1, 415

男 子 ﾄｲﾚ

1, 067. 5
有効開口

41
2

4
00

5
00

7
85

補助手摺新設
L=650

78
5

1, 144

965

小便器用汚垂ﾀｲﾙ

ﾗｲﾆﾝｸﾞ 壁 新設

ﾗｲﾆﾝｸﾞ 壁新設
H=900

ﾗｲﾆﾝｸﾞ 壁新設
H=900

87
4, 500 210

2, 200 2, 300

AW2 AW1

82
0

TB3

TB2

TB1

ﾗｲﾆﾝｸﾞ 壁新設

1,
30

0r
確

保
ﾉｺ

ﾄ
L=2, 800

FL-
+ 0

廊 下

新設間仕切壁b

b 新設間仕切壁

新設間仕切壁c

新設間仕切 壁

1, 220

25x75( 四方)
木製額縁

下地調整の上、 EP-G塗装
25x75( 四方)
木製額縁

下地調整の上、 EP-G塗装

（ 300×650）

配管穴埋め

配管穴埋め

750r

L=2, 412

H=1. 100 L=2, 412

L=1, 097
L=1, 022

H=950

ﾋﾟ ｸﾄｻｲﾝ新設
木枠新設ﾀﾓ集成材UC

（ 三方）25×160

（ 90φ）

（ 90φ）

補助手摺新設

補助手摺新設
（ 跳ね上げ形）

2
,
2
4
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5
6
0

4
,
7
0
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7
,
5
0
0

4, 500

2, 250

210

2, 460

7
5
0

1
,
7
4
5

7 8

A

B

A

B

CH2390

PS

身 障 者 ﾄｲﾚ

FL-
+0

前 室

FL-15

女 子 ﾄｲﾚ

FL

棚

棚

棚

棚

棚

1
40

140

140

140

ﾌﾞ -ｽ全て 撤去

CB厚100

140×30

140×30

間仕切壁撤去

CB厚 100ﾗｲﾆﾝｸﾞ 壁 撤去
( L=1, 400、 H=1, 010）

ﾃﾗｿﾞ -ﾌﾞ ﾛｯｸ撤去140×30

( L=1, 400、 H=1, 010）

ﾃﾗｿﾞ ﾌーﾞ ﾛｯｸ撤去

ｱﾙﾐ扉撤去
（ 戸 袋共）

ｱﾙﾐ扉 撤去
（ 戸袋共）

ﾃﾗｿﾞ ﾌーﾞ ﾛｯｸ撤去
140×30 L=900

140×30 L=900
ﾃﾗｿﾞ ﾌーﾞ ﾛｯｸ撤去

ﾃﾗｿﾞ ﾌーﾞ ﾛｯｸ撤去

ﾗｲﾆﾝｸﾞ 壁撤去

P型手摺撤去

跳 上げ手摺撤去

ﾗｲﾆﾝｸﾞ 壁 撤去
( L=2, 480、 H=1, 560）

CB厚 100

間仕切壁撤去CB厚100

SUS見切り 撤去

間仕切壁撤去（ 軽鉄下地）

ｽﾗﾌﾞ 開口

間仕切壁撤去

SUS見切り 撤去

2, 250 1, 270

4, 500 210

7 8

＊ 棚 撤 去 （ 200× 300程 度 ） ： 男 子 ﾄｲﾚ2ｹ所 ・ 女 子 ﾄｲﾚ3ｹ所
2
,
9
0
0

2
,
1
0
5

間仕切壁撤去 CB厚100

-15

ﾓｻ゙ ｲｸﾀｲﾙ撤去

ﾓｻ゙ ｲｸﾀｲﾙ撤去

PS扉撤 去

FL-
+0

廊 下

（ 300×650）

ｽﾗﾌ゙ 開口
（ 300×650）

ﾗｲﾆﾝｸﾞ 壁撤去CB厚100

上部： 軽鉄下地

配管穴90φ

下部 ： CB厚100 1段

上部： 軽鉄下 地
間仕切壁撤去

下部： CB厚 100 1段
上部： 軽鉄下地
下部： CB厚100 1段

配管穴埋め
（ 90φ）

LGS天井下地撤去

室 名 ・ 部 位 改 造 前 仕上 表 撤去 範囲 改 造 後 仕 上表 備 　 考

女 子 ト イ レ

男 子 ト イ レ

天井

廻 縁

壁

( ﾗｲﾆﾝｸﾞ )
腰 壁

巾木

床

天井

廻 縁

壁

( ﾗｲﾆﾝｸﾞ )
腰 壁

巾木

床

天井

廻 縁

壁

巾木

床

塩ビ 見切り 縁

塩ビ 見切り 縁

ソ フ ト 巾木

モルタ ル下地 長尺塩ビ シ－ト

H=100

FL -
+ 0

塩ビ 見切り 縁

ソ フ ト 巾木 H=100

前 室

LGS天井下地撤去フ レ キ シ ブ ルボ ード t =5. 0撤去　

塩ビ 見切り 縁 撤去

塩ビ 見切り 縁 撤去

塩ビ 見切り 縁 撤去

塗装面下地調整（ 付着物除去程度）

ソ フ ト 巾 木撤去

ソ フ ト 巾木撤去

新 設LGS天井下地( 19型) 　 化粧石膏ボ ード ( t =9. 5) 張り

塩ビ 見切り 縁 新 設

新 設LGS天井下地( 19型) 　 化粧石膏ボ ード ( t =9. 5) 張り

新 設

塩ビ 見切り 縁 新 設

塩ビ 見切り 縁 新設

甲板( 人工大理石t =12）
＊部分 詳細図1参照

H=900、 1. 100、 1. 200

甲板( 人工大理石t =12）
＊部分 詳細図1参照

H=900

ソ フ ト 巾木新設 H=60

ソ フ ト 巾木新設 H=100

ソ フ ト 巾木 新設

+FL 0-

+FL 0-

+FL 0-

ト イ レ ブ ース ( メ ラ ミ ン ) 　 抗菌手摺

抗菌 手摺

抗菌手摺

LGS下地　

LGS壁下地( 65型) 　 構 造用合板張り の 上メ ラ ミ ン 不燃化粧板( t =3) 貼り

LGS壁下地( 65型) 　 構 造用合板張り の 上メ ラ ミ ン 不燃化粧板( t =3) 貼り

( 開口部は ス ラ ブ 復旧の 上)

CH=2. 390

（ 一部　 　 　 　 +ｾﾝﾁｭﾘ-ﾎﾞ -ﾄﾞ 厚12下地）LGS下地　

LGS天井下地　 フ レ キシブルボード t ＝5. 0　 GP塗（ ｱｽﾍ゙ ｽﾄ含有ﾚﾍ゙ ﾙ3） CH=2. 400

H=1. 000

LGS天井下地　 有孔化粧石膏ボード t ＝9. 5 CH=2. 390

モルタ ル下地　 Ｇ Ｐ 塗 （ 一部　 　 　 　 +ｾﾝﾁｭﾘ-ﾎﾞ -ﾄﾞ 厚12下地）

プラ ス チッ ク マッ ト 厚13 FL-15

フ レ キ シ ブ ルボ ード t =5. 0撤去　 LGS天井下地撤 去

」

塗装面下地調整（ 付着物除去程度）
LGS下地　

長尺塩ビ シ－ト  撤去 SUS見切り W=40撤去プラ ス チッ ク マッ ト 厚13 撤去

CH=2, 400

CH=2. 400

CH=2, 400

（ 一部　 　  　  +セン チュ リ －ボ－ド 厚12撤去）

ア ルミ 点検口( 450□) 開口部補 強共

ア ルミ 点検口( 450□) 開口部補 強共

ア ルミ 点検口( 450□) 開口部補 強共

モルタ ル下地　 50角モザイ ク タ イ ル貼り FL-15

有孔化粧石膏ボ ード t =9. 5撤去

LGS天井下地フ レ キシブルボード t＝5. 0　 GP塗（ ｱｽﾍ゙ ｽﾄ含有ﾚﾍ゙ ﾙ3）

モルタ ル下地　 GP塗

一部塗装面下地調整（ 付着物除 去程度）

一部新設間仕切壁 ＊部分詳細図2参照

ｴｱﾓﾙﾀﾙt =17 金ｺﾞ ﾃ仕上 ｾﾙﾌﾚﾍ゙ ﾘﾝｸﾞ t =13

＊部分詳細図2参照

手洗い ピ ク ト サ イ ン （ 250×250： ｲﾝｸｼ゙ ｪｯﾄｼ-ﾄ）抗菌手摺

LGS天井下地 ( 19型) 　 化粧石膏ボ ード ( t =9. 5) 張り

( L=1, 730、 H=1, 000）

ﾃﾗｿﾞ ﾌーﾞ ﾛｯｸ撤去140×30

Ａ － ０ ３

間仕切壁撤 去（ 軽鉄下地共）

ﾓｻ゙ ｲｸﾀｲﾙ撤去

配管穴90φ

配管穴70φ

配管穴埋め
（ 90φ）

ﾋﾟ ｸﾄｻｲﾝ新設
（ 80φ）

配管穴埋め

配管穴埋め

配管穴埋め

配管穴埋め

配管穴埋め

木製額縁残し
25×75（ 四方）

配管穴50φ

配管穴50φ

配管穴60φ

配管穴60φ

木製額縁残し
25×75（ 四方）

（ 60φ）

（ 60φ）

（ 60φ）

（ 50φ）

配管穴埋め
（ 50φ）

（ 50φ）

SK

ﾊﾞ ﾘｱﾌﾘ ﾄー ｲﾚ

47
0

配管穴埋め
補助手摺新設

W=600, L=550 有効開口
927. 5

洋便器/手洗い /紙巻器/ｵｽﾄﾒｲﾄﾊ゚ ｯｸ( 1Fの み) /（ 設備工事）

壁掛式小便器/洋便器/紙巻器/（ 設備工事）

配管穴80φ

2階 平 面 詳 細 図（ 改 造前 ） S=1: 50 2階 平面 詳 細 図（ 改 造 後） S=1: 50

SUS見切り W＝40新設

配管穴90φ

ﾌﾞ -ｽ全て撤去

サイ ン撤去

給気口撤去 給気口撤去

1, 190
長尺シート 撤去

配管穴90φ

掃除口撤去

掃除口撤去

排水目皿撤去
間仕切壁撤去
CB厚100

掃除口撤去

掃除口撤去

掃除口撤去

掃除口撤去
L型手摺撤去

Ｃ Ｈ2400

男 子 ﾄｲﾚ

FL-15

排水目皿撤去

掃除口撤去

掃除口撤去

b 新 設間仕切壁

FL-
+0

FL-
+0

前 室

掃除口穴埋め
（ 120φ）

掃除口穴埋め
（ 80φ）

掃除口穴埋め
（ 80φ）

15
0

b 新設間仕切壁

掃除口穴埋め
（ 120φ）

排水目皿穴埋め
（ 140φ）

排水目皿穴埋め
（ 140φ）

（ 80φ）

（ 120φ）

掃除口穴埋め

掃除口穴埋め

掃除口穴埋め
（ 80φ）

長尺シート 貼替

H=100

H=1, 200 L=750

c 新設間仕切壁

FL-
+0

点検口扉新設
( 300×300)

C. B厚100モルタ ル下地　 GP塗（ 下地調整材にｱｽﾍ゙ ｽﾄ含有ﾚﾍ゙ ﾙ3）

C. B厚100モルタ ル下地　 複層塗材E塗（ 下地調整材にｱｽﾍ゙ ｽﾄ含有ﾚﾍ゙ ﾙ3）

（ 下地調整材に）
（ ｱｽﾍ゙ ｽﾄ含有ﾚﾍ゙ ﾙ3）

（ 下地調整材に）
（ ｱｽﾍ゙ ｽﾄ含有ﾚﾍ゙ ﾙ3）

（ 下地調整材に）
（ ｱｽﾍ゙ ｽﾄ含有ﾚﾍ゙ ﾙ3）

LGS下地　（ 一部　 　 　 　 +ｾﾝﾁｭﾘ-ﾎ゙ -ﾄﾞ 厚12下地）モルタ ル下地 複層塗材E塗

（ 一部LGS下地+セ ン チュ リ －ボ －ド 厚12撤去・ 石綿除去の 上、 一部CB壁撤去）

LGS下地+セン チュ リ －ボ－ド 厚12撤去・ 石綿除去の上、 CB壁撤去

石綿除去 の 上、 下地C. B撤去　 衛生陶器撤去( 設備工事)

ｾﾙﾌﾚﾍ゙ ﾘﾝｸﾞ t =13の 上､超防汚性長尺塩ﾋﾞ ｼ ﾄーt =2. 0新 設 

＊ 棚 新 設 （ 陶 器 製 TOTO YAK600C同 等 品 程 度 ）

石綿除去の 上、 下地C. B撤去　 衛生陶器撤去( 設備工事)

サイ ン撤去

サイ ン撤去

SUSﾊ゚ ｲﾌﾟ 撤去
L=500

サイ ン撤去

ﾌﾟ ﾗｽﾁｯｸﾏｯﾄ厚12撤去

LSD1

SD2

SD1

（ 三方）新設
突出ｻｲﾝ

構造用合板厚24貼り 追加

ﾋﾟ ｸﾄｻｲﾝ新設 床見切り 材( SUS) 新設

b

ｽﾗﾌﾞ 復旧
（ 300×650）

（ 廊下側に色合いを合わせ、 男女ト イ レと は別にする ）

ス ラ ブ復旧t =120( 詳細図参照）

凡 　 例

新設壁

： コ ーナーガード

： 見 下 げ

塗替（ 既存下地 調整( C-1) の 上、 EP-G塗り ）

新設間仕切壁 EP-G塗装、 塗替部分は 下地調整の 上、 EP-G塗装

塗替（ 既存下地調整( C-1) の 上、 EP-G塗り ） 一部新設間仕切壁 ＊部分詳 細図2参照

長尺塩ビ シ－ト  撤去（ 下地モルタ ルt=13程度共）

50角モ ザ イ ク タ イ ル撤去（ 下地モ ルタ ルt =13程度共） ス ラ ブ 開口( 和便器撤去部分)

防滑ビ ニル床シート 貼り

ｾﾙﾌﾚﾍ゙ ﾘﾝｸﾞ t =13の 上､防滑ﾋﾞ ﾆﾙ床ｼー ﾄt =2. 5新設 

ﾊﾞ ﾘｱﾌﾘ ﾄーｲﾚ

身障 者 ト イ レ
（ 修 繕 前 ）

（ 修 繕後 ）

・ 石綿除去の工法において、 成形板は原形のま ま 取り 外し

　 下地調整材は剥離剤（ ムキベス ト Ⅰ同等） 塗布の上手工具ケレン工法と する

・ 手摺設置については、 設備器具と の位置を確認の上、 取り 付ける こ と 。

・ 配管用ラ イ ニングについては関連業者と 調整の上施工する こ と 。

・ 設備器具等取り 付けに伴う ト イ レブ－スの補強については建築工事に含む。

・ 和便器・ 洋便器・ 小便器・ 手洗い・ SK・ 鏡は全て撤去, 新設（ 設備工事）
( 附属物、 紙巻き 器等を含む）

＋超防汚性長尺塩ﾋﾞ ｼー ﾄt =2. 0新設 汚垂ﾀｲﾙ

棚新設

ﾊ゙ ﾘｱﾌﾘ ﾄーｲﾚ側： メ ラ ミ ン 化粧板貼 り



（ 90φ）
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,
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Ｄ Ｅ Ｓ Ｉ Ｇ Ｎ Ｃ ＨＥ Ｃ Ｋ Ｄ Ｒ Ａ Ｆ Ｔ建 築 計 画 ・ 設 計 ・ 監 理

株式会社　 ユ ニ テ ィ 設計工房一級建築士事務所

Ｓ Ｃ Ａ Ｌ Ｅ
第１ ４ ３ ４ ５ ０ 号　 霧生　 房夫一級建築士事務所登録（ 神奈川） 第７ ７ ５ ９ 号　 管理建築士　 一級建築士登録 S=1: 50

2
,
2
4
0

5
6
0

4
,
7
0
0

7
,
5
0
0

4, 500

2, 250

210

2, 460

7
5
0

1
,
7
4
5

7 8

A

B

A

B

CH2390

PS

前 室

FL-15

女 子 ﾄｲﾚ

FL

棚

棚

棚

棚

棚

1
40

140

140

140

ﾌﾞ -ｽ全て 撤去

CB厚100

140×30

140×30

間仕切壁撤去

140×30

CB厚100ﾗｲﾆﾝｸﾞ 壁撤去

ﾃﾗｿﾞ ﾌーﾞ ﾛｯｸ撤去

( L=1, 400、 H=1, 010）

ﾃﾗｿﾞ -ﾌﾞ ﾛｯｸ撤去140×30

( L=1, 400、 H=1, 010）

ﾃﾗｿﾞ ﾌーﾞ ﾛｯｸ撤去

ｱﾙﾐ扉撤去
（ 戸袋共 ）

ｱﾙﾐ扉撤去
（ 戸袋共）

ﾃﾗｿﾞ ﾌー゙ ﾛｯｸ撤去
140×30 L=900 ﾃﾗｿﾞ ﾌーﾞ ﾛｯｸ撤去

ﾃﾗｿﾞ ﾌーﾞ ﾛｯｸ撤去

ﾗｲﾆﾝｸﾞ 壁撤去
( L=1, 730、 H=1, 000）

P型手摺撤去

L型手摺撤去

跳上げ手摺撤去

ﾗｲﾆﾝｸﾞ 壁撤去
( L=2, 480、 H=1, 560）

CB厚100

間仕切壁撤去CB厚100

SUS見切り 撤去

間仕切壁撤 去（ 軽鉄下地）

A

B B

A

1
,
1
0
0

7
,
5
0
0

3
,
5
1
0

2
,
9
0
0

1,
08

0

1
,
0
9
0

2
,
5
1
0

600 180

9
25

有
効

開
口

1, 300

4
0

82
0

4
0

150

PS

80
0

80
0

81
2.

5
80

0
80

0

230

ﾏﾙﾁｼﾝｸ

750

70
0

補助手摺新設補助手摺新設

800

有効開口

800

ｽﾗﾌ゙ 復旧
ｽﾗﾌ゙ 開口

間仕切壁撤去

SUS見切り 撤去

棚新設

棚新設

避
難

経
路

4, 500

2, 250

210

2, 460

7 8

2, 020 230

PS点検口扉新設
( 600×600)

800 有効開口

L=450
( Sｶﾝ付： 5個)
SUSﾊ゚ ｲﾌﾟ 新設

ﾗｲﾆﾝｸﾞ 壁新設

床見切り 材( SUS) 新設
W=40 L=925

1754
0
0

2
,
4
0
0

980

有
効

開
口

1, 415

男 子 ﾄｲﾚ

1, 067. 5

4
00

50
0

7
85

補助手摺新設
L=650

7
85

965

W=600, L=550
小便器用汚垂ﾀｲﾙ

ﾗｲﾆﾝｸﾞ 壁新設

ﾗｲﾆﾝｸﾞ 壁新設
H=900

2, 250 1, 190 1, 270

4, 500 210

7 8 87
4, 500 210

2, 200 2, 300

壁・ 建具・ 備品等撤去

ス ラ ブ開口( 床切断､撤去)

凡 　 例

展開方向Ｄ Ｂ

Ｃ

Ａ

＊ 棚 撤 去 （ 200× 300程 度 ） ： 男 子 ﾄｲﾚ2ｹ所 ・ 女 子 ﾄｲﾚ3ｹ所

市 立 二 本 松 小 学 校 Ａ １ 棟 ト イ レ 整 備 修 繕

2
,
9
0
0

2
,
1
0
5

LGS天井下地撤去

室 名 ・ 部位 改造 前仕上 表 撤去 範 囲 改 造 後 仕上 表 備　 考

女 子 ト イ レ

男 子 ト イ レ

天 井

廻縁

壁

( ﾗｲﾆﾝｸﾞ )
腰 壁

巾 木

床

天 井

廻縁

壁

( ﾗｲﾆﾝｸﾞ )
腰 壁

巾 木

床

天 井

廻縁

壁

巾 木

床

塩ビ 見切り 縁

塩ビ 見切り 縁

ソ フ ト 巾木

モルタ ル下地 長尺塩ビ シ－ト

H=100

FL -
+ 0

塩ビ 見切り 縁

ソ フ ト 巾木 H=100

前 室

LGS天井下地撤去フ レ キ シ ブ ルボ ード t =5. 0撤去　

塩ビ 見切り 縁 撤去

塩ビ 見切り 縁 撤去

塩ビ 見切 り 縁 撤去

塗装面下地調整（ 付着物除去程度）

ソ フ ト 巾木撤去

ソ フ ト 巾木撤去

新設LGS天井下地( 19型) 　 化粧石膏ボ ード ( t =9. 5) 張り

塩ビ 見切り 縁 新設

新設LGS天井下地( 19型) 　 化粧石膏ボ ード ( t =9. 5) 張り

新設

塩ビ 見切り 縁 新設

塩ビ 見切り 縁 新設

甲板( 人工 大理石t =12）
＊部分詳細 図1参照

H=900、 1. 100、 1. 200

甲板( 人工 大理石t =12）
＊部分詳細 図1参照

H=900

ソ フ ト 巾木新設 H=60

ソ フ ト 巾木新設 H=100

ソ フ ト 巾木新設

+FL 0-

+FL 0-

+FL 0-

ト イ レ ブ ース ( メ ラ ミ ン ) 　 抗菌手摺

抗菌手摺

抗菌手摺
LGS壁下地( 65型) 　 構造用合板張り の 上メ ラ ミ ン 不燃化粧板( t =3) 貼 り

LGS壁下地( 65型) 　 構造用合板張り の 上メ ラ ミ ン 不燃化粧板( t =3) 貼 り

( 開口部は ス ラ ブ 復旧の 上)

CH=2. 390

（ 一部　 　 　 　 +ｾﾝﾁｭﾘ-ﾎ゙ -ﾄﾞ 厚12下地）LGS下地　

LGS天井下地　 フ レ キシブルボード t ＝5. 0　 GP塗（ ｱｽﾍ゙ ｽﾄ含有ﾚﾍ゙ ﾙ3） CH=2. 400

H=1. 000

LGS天井下地　 有孔化粧石膏ボード t ＝9. 5 CH=2. 390

モルタ ル下地　 Ｇ Ｐ 塗

プラ ス チッ ク マッ ト 厚13 FL-15

フ レ キ シ ブ ルボ ード t =5. 0撤去　 LGS天井下地撤去

」

塗装 面下地調整（ 付着物除去程度）
LGS下地　

長尺塩ビ シ－ト  撤去 SUS見切り W=40撤去プラ ス チッ ク マッ ト 厚13 撤去

CH=2, 400

CH=2. 400

CH=2, 400

（ 一部　 　  　  +セン チュ リ －ボ－ド 厚12撤去）

ア ルミ 点検口( 450□) 開口部補強共

ア ルミ 点検口( 450□) 開口部補強共

ア ルミ 点検口( 450□) 開口部補強共

AW2

82
0

TB3

TB2

TB1

間 仕切壁撤去CB厚 100

-15

ﾓｻ゙ ｲｸﾀｲﾙ撤去

PS扉撤去

ﾗｲﾆﾝｸﾞ 壁新設

1,
30

0r
確

保
ﾉｺ

ﾄ
L=2, 800

FL-
+0

廊 下

FL-
+0

廊 下

新設間仕切壁b

b 新設間仕切壁

新設間仕切壁c

新設間仕切壁

1, 220

モルタ ル下地　 50角モザイ ク タ イ ル貼り FL-15

有孔化粧石膏ボ ード t =9. 5撤去

ｽﾗﾌﾞ 開口
（ 300×650）

ｽﾗﾌﾞ 開口
（ 300×650）

25x75( 四方)
木製額縁

下地調整の上、 EP-G塗装
25x75( 四方)
木製額縁

下地調整の上、 EP-G塗装

（ 300×650）

配管穴埋め

配管穴埋め

LGS天井下地フ レ キシブルボード t＝5. 0　 GP塗（ ｱｽﾍ゙ ｽﾄ含有ﾚﾍ゙ ﾙ3）

モルタ ル下地　 GP塗

一部塗装面下地調整（ 付着物除去程度）

ﾗｲﾆﾝｸﾞ 壁撤去CB厚100

L=2, 412

H=1. 100 L=2, 412

L=1, 097

H=950

ﾋﾟ ｸﾄｻｲﾝ新設
木枠新設ﾀﾓ集成材UC

（ 三方）25×160

一部新設間仕切壁 ＊部分詳細図2参照

ｴｱﾓﾙﾀﾙt =17 金ｺﾞ ﾃ仕上 ｾﾙﾌﾚﾍ゙ ﾘﾝｸﾞ t =13

新設間仕切壁 ＊部分詳細図2参照

手洗い ピ ク ト サ イ ン （ 250×250： ｲﾝｸｼﾞ ｪｯﾄｼ-ﾄ）抗菌手摺

上部： 軽鉄 下地

LGS天井下地( 19型) 　 化粧石膏ボ ード ( t =9. 5) 張り

配管穴90φ

（ 90φ）

補助手摺新設

（ 跳ね上げ形）

下部： CB厚100 1段

上部： 軽鉄下地
間仕切壁撤去

下部： CB厚100 1段
上部： 軽鉄下地
下部： CB厚100 1段

Ｎ Ｏ ．

SK

配管穴90φ

Ｃ Ｈ 2400

FL-15 配管穴70φ

配管穴埋め
（ 90φ）

ﾋﾟ ｸﾄｻｲﾝ新設 有効開口
927. 5

配管穴埋め
（ 80φ）

配管穴埋め

配管穴埋め

配管穴埋め

FL-
+0

41
247

0

配管穴埋め

配管穴埋め

木製額縁残し
25×75（ 四方）

間仕切壁撤去（ 軽鉄下地共 ）

配管穴50φ

配管穴50φ

配管穴60φ

配管穴60φ

有効開口

（ 60φ）

（ 60φ）

（ 60φ）

（ 50φ）

配管穴埋め
（ 50φ）

（ 50φ）

・ 手摺設置については、 設備器具と の位置を確認の上、 取り 付ける こ と 。

・ 配管用ラ イ ニングについては関連業者と 調整の上施工する こ と 。

・ 設備器具等取り 付けに伴う ト イ レブ－スの補強については建築工事に含む。

・ 和便器・ 洋便器・ 小便器・ 手洗い・ SK・ 鏡は全て撤去, 新設（ 設備工事）
( 附属物、 紙巻き 器等を含む）

壁掛式小便 器/洋便器/紙巻器/（ 設備工事）

洋便器/手洗い /紙巻器/ｵｽﾄﾒｲﾄﾊﾟ ｯｸ( 1Fの み) /（ 設備工事）

配管穴80φ

ﾌﾟ ﾗｽﾁｯｸﾏｯﾄ厚12撤去

サイ ン撤去

SUSﾊ゚ ｲﾌﾟ 撤去
L=500

140×30 L=900

サイ ン撤去

（ 300×650）

排水目皿撤去

ﾌ゙ -ｽ全て撤去
掃除口撤去

木製額縁残し
25×75（ 四方） H=900

給気口穴埋

SUS見切り W＝40新設

サイ ン撤去

給気口撤去 給気口撤去

掃除口撤去

ﾓｻ゙ ｲｸﾀｲﾙ撤去

男 子 ﾄｲﾚ排水目皿撤去

間仕切壁撤去
CB厚100

FL-
+0

女 子 ﾄｲﾚ

ｽﾗﾌﾞ 復旧
（ 300×650）

（ 140φ）
排水目皿穴埋め

掃除口穴埋め
（ 80φ）

排水目皿穴埋め
（ 140φ）

掃除口穴埋め
（ 80φ）

（ 170φ）
給気口穴埋

L=1, 022
ﾗｲﾆﾝｸﾞ 壁新設

（ 170φ）

AW1

ﾊﾞ ﾘｱﾌﾘ ﾄーｲﾚ

FL-
+0

1,
0
97

.
5

掃除口撤去
b 新設間 仕切壁

掃除口穴埋め
（ 120φ）

配管穴90φ

掃除口撤去

掃除口撤去

掃除口撤去

FL-
+0

前 室

15
0

掃除口穴埋め

掃除口穴埋め
（ 120φ）

新設間仕切壁b

（ 80φ）

掃除口撤去

掃除口撤去

身 障 者 ﾄｲﾚ

FL-
+0

750r

掃除口穴埋め

掃除口穴埋め
（ 80φ）

900r

H=100

H=1, 200 L=750

c

1, 144

新設間仕切壁

( 300×300)
点検口扉新設（ 120φ）

補助手摺新設

・ 石綿除去の工法において、 成形板は原形のま ま取り 外し

　 下地調整材は剥離剤（ ムキベス ト Ⅰ同等） 塗布の上手工具ケレン工法と する

H=1. 010・ 1. 560

C. B厚100モルタ ル下地　 複層塗材E塗（ 下地調整材にｱｽﾍ゙ ｽﾄ含有ﾚﾍ゙ ﾙ3）

（ 下地調整材に）
（ ｱｽﾍ゙ ｽﾄ含有ﾚﾍ゙ ﾙ3）

モルタ ル下地 複層塗材E塗 LGS下地　（ 一部　 　 　 　 +ｾﾝﾁｭﾘ-ﾎ゙ -ﾄﾞ 厚12下地）
（ ｱｽﾍ゙ ｽﾄ含有ﾚﾍ゙ ﾙ3）
（ 下地調整材に）

（ 下地調整材に）
（ ｱｽﾍ゙ ｽﾄ含有ﾚﾍ゙ ﾙ3）

LGS下地　（ 一部　 　 　 　 +ｾﾝﾁｭﾘ-ﾎ゙ -ﾄﾞ 厚12下地）

石綿除去の 上、 下地C. B撤去　 衛生陶器撤去( 設備工事)

LGS下地+セン チュ リ －ボ－ド 厚12撤去・ 石綿除去の上、 CB壁撤去

石綿除去の 上、 下地C. B撤去　 衛生陶器撤去( 設備工事)

ｾﾙﾌﾚﾍ゙ ﾘﾝｸﾞ t =13の 上､超防汚性長 尺塩ﾋﾞ ｼ ﾄーt =2. 0新設 

C. B厚100モルタ ル下地　 GP塗（ 下地調整材にｱｽﾍ゙ ｽﾄ含有ﾚﾍ゙ ﾙ3）

（ 一部LGS下地+セ ン チ ュ リ －ボ －ド 厚12撤去・ 石綿除去の 上、 一部CB壁撤去）

＊ 棚 新 設 （ 陶 器 製 TOTO YAK600C同 等 品 程 度 ）

サイ ン撤去

ﾋﾟ ｸﾄｻｲﾝ新設
LSD1

SD2

SD1

b
床見切り 材( SUS) 新設
W=40 L=1, 500

新設
突出ｻｲﾝ

補助手摺新設

構造用合板厚24貼り 追加

（ 廊下側に色合いを合わせ、 男女ト イ レ と は別にする ）

（ 300×650）
ｽﾗﾌ゙ 復旧

長尺塩ビ シ－ト  撤去（ 下地モルタ ルt=13程度共）

50角モ ザ イ ク タ イ ル撤去（ 下地モ ル タ ルt =13程度共） ス ラ ブ 開 口( 和便器撤去部分)

EP-G塗装、 塗替部分は下地調整の 上、 EP-G塗装

塗替（ 既存下地調整 ( C-1) の 上、 EP-G塗り ）

塗替（ 既存 下地調整( C-1) の 上、 EP-G塗り ） 一部新設間仕切壁 ＊部分詳細図2参照

ス ラ ブ復旧t=120( 詳細図参照）

凡　 例

新設壁

： コ ーナーガード

： 見下 げ

a　 b  c    ： 部 分 詳 細 図 2参 照

ｾﾙﾌﾚﾍ゙ ﾘﾝｸﾞ t =13の 上､防滑ﾋﾞ ﾆﾙ床 ｼー ﾄt =2. 5新設 

防滑ビニル床シート 貼り

ﾊﾞ ﾘｱﾌﾘ ﾄーｲﾚ

身障 者 ト イ レ
（ 修 繕 前 ）

（ 修 繕後 ）

＋超防汚性長尺塩ﾋﾞ ｼ ﾄー t =2. 0新設 汚垂ﾀｲﾙ

3階 改 造 前 /改 造 後 平 面 詳 細 図

掃除口撤去
掃除口穴埋め

（ 120φ）

3階 平面 詳 細図 （ 改 造後 ） S=1: 503階 平面 詳細 図（ 改 造 前） S=1: 50

長尺ｼ-ﾄ貼替長尺シート 撤去

Ａ － ０ ４

棚新設

ﾊ゙ ﾘｱﾌﾘ ﾄーｲﾚ側： メ ラ ミ ン 化粧板貼り



（ 下地調整剤にｱｽﾍ゙ ｽﾄ含有）

モ ルタ ル下地

Ｎ Ｏ Ｔ Ｅ Ｔ Ｉ Ｔ Ｌ Ｅ Ｉ Ｔ Ｅ Ｍ Ｓ Ｊ Ｏ Ｂ

Ｄ Ｅ Ｓ Ｉ Ｇ Ｎ Ｃ ＨＥ Ｃ Ｋ Ｄ Ｒ Ａ Ｆ Ｔ建 築 計 画 ・ 設 計 ・ 監 理

株式会社　 ユ ニ テ ィ 設計工房一級建築士事務所

Ｓ Ｃ Ａ Ｌ Ｅ
第１ ４ ３ ４ ５ ０ 号　 霧生　 房夫一級建築士事務所登録（ 神奈川） 第７ ７ ５ ９ 号　 管理建築士　 一級建築士登録 S=1: 50

市 立 二 本 松 小 学 校 Ａ １ 棟 ト イ レ 整 備 修 繕

天井高さ

天井高さ

天井高さ

ピッ ト （ 1階のみ）

ｽﾗﾌﾞ 開口

ｽﾗﾌﾞ 開口
（ 500×650）

ｽﾗﾌﾞ 開口 ｽﾗﾌﾞ 開口

ピ ッ ト （ 1階のみ）

ピッ ト （ 1階のみ）

25x75( 四方)

PS点検口扉撤去

間仕切壁撤去

( 600×1, 300）

間仕切壁撤去

ﾗｲﾆﾝｸﾞ 壁撤去
( L=2, 480、 H=1, 560）

ﾃﾗｿﾞ ﾌーﾞ ﾛｯｸ撤去140×30

（ 戸袋共）
ｱﾙﾐ扉撤去

ﾗｲﾆﾝｸﾞ 壁撤去
( L=1, 400、 H=1, 010）

ﾌﾞ -ｽ全て 撤去

ﾌﾞ -ｽ全て 撤去

A
A

A

A

A

A
A

ﾌﾞ -ｽ全て 撤去 ﾌﾞ -ｽ全て 撤去

CB厚 100

LGS90型撤去

間仕切壁撤去
（ 軽鉄下地）

ｱﾙﾐ扉撤去
（ 戸 袋共）

ﾌﾞ -ｽ全て 撤去

ﾗｲﾆﾝｸﾞ 壁撤去

補助手摺撤去

跳上げ手摺撤去

2, 250

2. 063 4, 610 2. 063 4, 610

2, 263 5, 611
2, 263

1, 868 1, 868 2, 1102, 110

2
.4

00
2.

3
90

2.
3
90

1
,5

6
0

ﾃﾗｿﾞ ﾌーﾞ ﾛｯｸ撤去140×30

( L=1, 400、 H=1, 010）

ﾃﾗｿﾞ ｰﾌﾞ ﾛｯｸ撤去140×30

1,
00

0

A B C D

7 7

4, 700 2. 250 4, 700

▼

壁面

▼壁面

▼FL

▼FL

▼FL

A B

A

C

B C D

2. 250

A A

A A8

Ｂ Ｂ7 7

8

2, 250
2, 240 2, 250 2, 240

2, 460

5, 755 2, 250

210
5, 755

壁面 ▼

▼

壁面

▼

壁面

S=1: 50

S=1: 50

男子ト イ レ 　 展開図

1. 2. 3階

女子ト イ レ 　 展開図

S=1: 50
身障者ト イ レ 　 展開図

1. 2. 3階

壁面 ▼

LGS90型撤去

間仕切壁撤去

（ 軽鉄下地）

間仕切壁撤去

間仕切壁撤去

ソ フ ト 巾木撤去 ソ フ ト 巾木撤去 ソ フ ト 巾木撤 去
H=100 H=100 H=100H=100

ソ フ ト 巾木撤去

（ ｱｽﾍﾞ ｽﾄ含有ﾚﾍ゙ ﾙ3）
フ レ キ シ ブ ルボ －ド t =5. 0撤去　 フ レ キ シ ブ ルボ －ド t =5. 0撤去　

（ ｱｽﾍ゙ ｽﾄ含有ﾚﾍﾞ ﾙ3）
フ レ キ シ ブ ルボ －ド t =5. 0撤去　

（ ｱｽﾍ゙ ｽﾄ含有ﾚﾍ゙ ﾙ3）

フ レ キ シ ブ ルボ －ド t =5. 0撤 去　
（ ｱｽﾍﾞ ｽﾄ含有ﾚﾍ゙ ﾙ3）

50角モ ザイ ク タ イ ル貼り
モ ルタ ル下地

撤去 撤去
50角モ ザ イ ク タ イ ル貼り
モ ルタ ル下地

撤去
50角モ ザイ ク タ イ ル貼り
モ ルタ ル下地

（ ｱｽﾍ゙ ｽﾄ含有ﾚﾍ゙ ﾙ3）
フ レ キ シ ブ ルボ －ド t =5. 0撤去　

（ ｱｽﾍ゙ ｽﾄ含有ﾚﾍ゙ ﾙ3）
フ レ キ シ ブ ルボ －ド t =5. 0撤去　

フ レ キ シ ブ ルボ －ド t =5. 0撤去　
（ ｱｽﾍ゙ ｽﾄ含有ﾚﾍ゙ ﾙ3）

フ レ キ シ ブ ルボ －ド t =5. 0撤去　
（ ｱｽﾍﾞ ｽﾄ含有ﾚﾍ゙ ﾙ3）

モ ルタ ル下地
50角モ ザイ ク タ イ ル貼り
撤去

モ ルタ ル下地
50角モ ザ イ ク タ イ ル貼り
撤去

モ ルタ ル下地
50角モ ザ イ ク タ イ ル貼り
撤去

1. 2. 3階

ｱﾙﾐ扉撤去
（ 戸袋共）

（ 300×650） （ 300×650）

LGS19型撤去

ﾗｲﾆﾝｸﾞ 壁撤去CB厚100

LGS19型撤去

（ 300×650）

上部： 軽鉄下地

木製額縁残し

25x75( 四方)
木製額縁残し

Ｎ Ｏ ．

LGS19型撤去 LGS19型撤去

配管穴50φ
配管穴60φ 配管穴90φ

モ ルタ ル下地
50角モ ザイ ク タ イ ル貼り 撤去

配管穴60φ

配管穴50φ
配管穴90φ配管穴90φ

撤去
50角モ ザイ ク タ イ ル貼り

配管穴90φ 配管穴90φ
配管穴50φ

給気口撤去

照明付鏡撤去（ 設備工事）

給気口撤去

ﾃﾗｿﾞ ｰﾌﾞ ﾛｯｸ撤去
140×30 盤撤 去

1階 ・ 2階 ・ 3階 　 展 開 図 1（ 改 造 前 ）

下 部： CB厚100 H200
（ 下地調整剤にｱｽﾍ゙ ｽﾄ含有）

間 仕切壁撤去
上部： 軽鉄下地
下部： CB厚100 H200

間仕切 壁撤去
軽鉄下地

軽鉄下地

CB厚100
（ 下地調整剤にｱｽﾍ゙ ｽﾄ含有）

間仕切壁撤去

下部： CB厚100 H200
上部： 軽鉄下地

（ 下地調整剤にｱｽﾍ゙ ｽﾄ含有）

（ 下地調整剤にｱｽﾍ゙ ｽﾄ含有）

間仕切壁撤去
CB厚100

（ 下地調整剤にｱｽﾍ゙ ｽﾄ含有）

照明付鏡撤去（ 設備工事）

（ 下地調整剤に ア ス ベス ト 含有）

5, 611

CB厚100
（ 下地調整剤にｱｽﾍ゙ ｽﾄ含有）

上部： 軽鉄下地 軽鉄下地
下部： CB厚100 H200
（ 下地調整剤にｱｽﾍ゙ ｽﾄ含有）

間仕切壁撤去 間仕切壁撤去間仕切壁撤去

Ａ － ０ ５

： 撤 去 部 分 を 示 す

小 便 器 , 和 便 器 , 洋 便 器( )

凡 　 例

A

洗 浄 ﾊｲﾀﾝｸ, SK, 鏡 は 設 備 工 事

： ﾓﾙﾀﾙ下 地 　 GP塗
（ 下 地 調 整 剤 に ア ス ベ ス ト 含 有 ）

D（ 1, 3階）

ｽﾗﾌﾞ 開口

ﾌﾞ -ｽ全 て 撤去

D

A

5, 755

モ ルタ ル下地
50角モ ザイ ク タ イ ル貼り
撤去

ｱﾙﾐ扉撤去
（ 戸袋共 ）

（ 300×650）

5, 611

CB厚100
（ 下地調整剤にｱｽﾍ゙ ｽﾄ含有）

上部： 軽鉄下 地 軽鉄下地
下部： CB厚100 H200
（ 下地調整剤にｱｽﾍ゙ ｽﾄ含有）

間仕切壁撤去 間仕切壁撤去間仕切壁撤去

フ レ キ シ ブ ルボ －ド t =5. 0撤去　
（ ｱｽﾍﾞ ｽﾄ含有ﾚﾍ゙ ﾙ3）

LGS19型撤去

D（ 2階）

配管穴90φ
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： 撤 去 部 分 を 示 す

小 便 器 , 和 便 器 , 洋 便 器( )

凡 　 例

A

A 間仕切壁撤去 間仕切壁撤去 間仕切壁撤去
（ 軽鉄下地）

ｱﾙﾐ扉撤去
（ 戸袋共）

3. 920

SK

ピ ッ ト （ 1階のみ）

S=1: 50

ト イ レ 前室　 展開図

1. 2. 3階

A B C D8
Ｂ 8 Ｂ

4. 6002, 2502, 250
4. 600

3. 920 750

210

750 3. 920

アキ 柱

A

2, 290 2, 290

L=500

3. 920

SK

壁面 ▼ ▼

壁面

210

▼FL

2.
3
90

（ ｱｽﾍ゙ ｽﾄ含有ﾚﾍ゙ ﾙ3）
フ レ キ シ ブ ルボ －ド t =5. 0撤去　有孔 化粧石膏ボ ード t =9. 5撤去　

有孔化粧石膏ボ ード t =9. 5撤去　

S=1: 50
ト イ レ 入口面　 展開図
1. 2. 3階

▼FL

2.
3
90

有孔化粧石膏ボ －ド 厚9. 5撤去

アキ

間仕切壁撤去
CB厚100

1, 837 1, 990

8 7

有孔化粧石膏ボ ード t =9. 5撤去　フ レ キ シ ブ ルボ －ド t =5. 0撤 去　
（ ｱｽﾍ゙ ｽﾄ含有ﾚﾍﾞ ﾙ3）

4, 500

H=100
ソ フ ト 巾木撤去

H=100
ソ フ ト 巾木撤去

H=100
ソ フ ト 巾木撤去ソ フ ト 巾木撤去

H=100

ｱﾙﾐ扉撤去
（ 戸袋共）

SUSﾊ゚ ｲﾌﾟ 撤去

有孔化粧石膏ボ ード t =9. 5撤去　
LGS19型撤去

LGS19型撤去
LGS19型撤去 LGS19型撤去

サイ ン撤去

ベル撤去

上部： 軽鉄下地 上部： 軽鉄下地

間仕切壁撤去
CB厚100

洗 浄 ﾊｲﾀﾝｸ, SK, 鏡 は 設 備 工 事

配管穴80φ 配管穴80φ

サイ ン 撤去

使用中ラ ン プサイ ン
撤去 撤去

小便器節水ｼｽﾃﾑ
制御盤
（ モール共）

撤去

撤去

サイ ン撤去

ｱﾙﾐ扉撤去
（ 戸袋共）

ﾋﾟ ｸﾄｻｲﾝ

1階 ・ 2階 ・ 3階 　 展 開 図 2（ 改 造 前 ）

（ 下地調整剤にｱｽﾍ゙ ｽﾄ含有）

（ 下地調整剤にｱｽﾍ゙ ｽﾄ含有）

下 部： CB厚100 H200 下部： CB厚100 H200
（ 下地調整剤にｱｽﾍ゙ ｽﾄ含有）（ 下地調整剤にｱｽﾍ゙ ｽﾄ含有）

間仕切壁撤去
軽鉄下地

軽鉄下地
間仕切壁 撤去

： ﾓﾙﾀﾙ下 地 　 GP塗

（ 下 地 調 整 剤 に ア ス ベ ス ト 含 有 ）

Ａ － ０ ６
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天井高さ

Ｆ Ｌ

天井高さ

Ｆ Ｌ

Ｆ Ｌ

天井高さ

アキ

1.
30

0

ｽﾁ-ﾙ扉新設
( 枠共)

男子ト イ レ

アキ

アキ

防火戸

1,
4
00

ピッ ト （ 1階のみ）

ピ ッ ト （ 1階のみ）

ピッ ト （ 1階のみ）

a a a

H=1. 900
ﾄｲﾚﾌﾞ -ｽ新設

( Sｶﾝ付： 5個)

SUSﾊ゚ ｲﾌ゚ 新設

人工大理石新設

H=1. 900
ﾄｲﾚﾌﾞ -ｽ新設

人工大理石新設

人工大理石新設
ﾗｲﾆﾝｸﾞ 壁新設
H=900

補助手摺新設

補助手摺新設

新設間仕切壁

新設間仕切壁

可動式手摺新設

（ はね上げﾀｲﾌﾟ ）
ﾗｲﾆﾝｸﾞ 壁新設
H=1, 200

H=1. 900
ﾄｲﾚﾌﾞ -ｽ新設

H=1. 900
ﾄｲﾚﾌﾞ -ｽ新設

木枠新設ﾀﾓ集成材UC
25×160（ 三方）

木枠新設ﾀﾓ集成材UC
（ 三方）

補助手摺新設

補助手摺新設

PS点検口扉新設
( 600×600)

a
a

人工大理石新設

H=1. 900
ﾄｲﾚﾌﾞ -ｽ新設

： ｼ-ﾘﾝｸﾞ 位置を示す

ｲ ﾗｲﾆﾝｸﾞ 壁

・ 甲板： 人工大理石t =12. 0

ﾗｲﾆﾝｸﾞ 壁ｳ

（ 手洗い） ： LGS65型+構造用合板12. 0+24. 0+ﾒﾗﾐﾝ不燃化粧合板t =3. 0

（ 洋便器） ： LGS65型+構造用合板12. 0+ﾒﾗﾐﾝ不燃化粧合板t =3. 0

b

ｱ （ 小便器） （ ﾏﾙﾁｼﾝｸ) ： LGS65型+構造用合板24. 0+ﾒﾗﾐﾝ不燃化粧合板t =3. 0

凡　 例

ﾗｲﾆﾝｸﾞ 壁

c ： LGS65型+石膏ﾎ゙ -ﾄﾞ t =12. 5二枚貼り ( 片面） の上、

a

新設間仕切壁
c

新設間仕切壁

新設間仕切壁

新設間仕切壁

ｱ ﾗｲﾆﾝｸﾞ 壁新設

ｳ ﾗｲﾆﾝｸﾞ 壁新設
H=900

H=1. 100

b 新設間仕切壁 新設間仕切壁

新設間仕切壁新設間仕切壁

b b

新設間仕切壁c

2
,4

0
0

2,
40

0

2
,4

00

2
,4

0
0

A B

7 Ａ 7 Ａ

4, 700 2. 250 4, 700

C D

4. 500

2, 200

アキ

b

25x75( 四方)

1. 2. 3階

S=1: 50

男子ト イ レ 　 展開図

S=1: 50

1. 2. 3階

S=1: 50

1. 2. 3階

A B

A B C

C D
8 A 8 A

7, 5002, 250210
2, 460

7, 500

3, 510 3, 990

8

210

7

4, 500

D C

2, 900 670 1, 090 2, 840

b 新設間仕切壁

1Fのみ
ｵｽﾄﾒｲﾄﾊ゚ ｯｸ

Ｂ
7 Ｂ7ﾊ゙ ﾘｱﾌﾘ ﾄーｲﾚ展開図

2, 200 2, 200 2, 260

160

2, 240

1Fのみ
ｵｽﾄﾒｲﾄﾊ゚ ｯｸ

ｿﾌﾄ巾木新設

H=100
ソ フ ト 巾木新設 ソ フ ト 巾木新設ソ フ ト 巾木新設 ソ フ ト 巾木新設H=100

H=100 H=100
ｿﾌﾄ巾木新設

ｿﾌﾄ巾木新設
H=60

ｿﾌﾄ巾木新設
H=60 H=60

ｿﾌﾄ巾木新設

ｿﾌﾄ巾木新設

ｿﾌﾄ巾木新設
H=60

ｿﾌﾄ巾木新設
H=60

1, 090 2, 510 1, 100

ス ラ ブ復旧t =120

ス ラ ブ復旧t =120

ｳ

L=800

補助手摺新設

配管穴60φ
埋め

ｿﾌﾄ巾木新設
H=60配管穴50φ

埋め

配管穴60φ配管穴90φ
埋め 埋め

配管穴50φ
埋め

配管穴90φ
埋め

配管穴90φ

ｿﾌﾄ巾木新設
H=60

埋め

配管穴90φ埋め 配管穴90φ
埋め

埋め
配管穴50φ

Ｎ Ｏ ．

木製額縁
下地調整の上、 EP-G塗装

木製額縁
下地調整の上、 EP-G塗装
25x75( 四方)

人工大理石新設

女子ト イ レ -前室　 展開図

H=100

H=100

モルタ ル穴埋め
内側: EP-G塗装

外側: プレ －ト

H=1. 900
ﾄｲﾚﾌﾞ -ｽ新設

2, 480 800 1, 220

H=100

木枠新設ﾀﾓ集成材UC

25×160（ 三方）

ｲ ﾗｲﾆﾝｸﾞ 壁新設
H=950

1階 ・ 2階 ・ 3階 　 展 開 図 （ 改 造 後 ）

80
0

点検口扉新設
ﾄﾞ ﾙｺﾞ 通気弁用

( 300×300)

EP-G塗装

の上、 EP-G塗装

EP-G塗装

a ： 下地調整の上EP-G塗装

※天井位置変更によ り 壁表し にな る 部分： ﾓﾙﾀﾙ下地調整の上塗装（ 各階共通）

a

ｿﾌﾄ巾木新設
H=60

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞ ﾃ仕上t =20の上
EP-G塗装

H=100
ｿﾌﾄ巾木新設

H=1. 900
ﾄｲﾚﾌﾞ -ｽ新設

a

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞ ﾃ仕上t =20の上
EP-G塗装

b 新設間仕切壁c b a
ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞ ﾃ仕上t =20の上
EP-G塗装

25×160
H=2, 000

H=2, 000

ｿﾌﾄ巾木新設
H=100

木枠新設ﾀﾓ集成材UC
25×160（ 三方）

H=2, 000

H=2, 000

ﾄｲﾚﾌﾞ -ｽ新設
H=1. 900

木枠新設ﾀﾓ集成材UC
（ 三方）25×160

H=2, 000

木枠新設ﾀﾓ集成材UC
25×160

H=2, 000

a

a

Ａ － ０ ７

女子ﾋﾟ ｸﾄｻｲﾝ新設

男子ﾋﾟ ｸﾄｻｲﾝ新設

1
,5

00

1,
5
00

石膏ﾎ゙ -ﾄﾞ t =12. 5二枚貼り （ 両面）

： LGS65型+石膏ﾎ゙ -ﾄﾞ t =12. 5二枚貼り ( 両面） の上、

メ ラ ミ ン不燃化粧板貼り  

新設間仕切壁：  LGS65型＋ｸﾞ ﾗｽｳ-ﾙ厚50（ 32kg） +石膏ﾎ゙ -ﾄﾞ t =12. 5二枚貼り （ 両面）

LGS65型＋ｸﾞ ﾗｽｳ-ﾙ厚50（ 32kg） +
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市 立 二 本 松 小 学 校 Ａ １ 棟 ト イ レ 整 備 修 繕

Ｎ Ｏ ．

改 造 前 /改 造 後 断 面 図

前室 廊下

10
0

750

7, 500

A

50
0

10
0

7, 500
A B

断面 図 2（ 改 造前 ） S=1: 50

3.
60

0 間仕切壁撤去
（ 軽鉄下地）

間仕切壁撤去
（ 軽鉄下地）

間仕切壁撤去
（ 軽鉄下地）

2, 900 2, 105 1, 745

15

女子ト イ レ

15

2
.4

0
0

1.
1
00

前室 廊下

10
0

2.
39

0

▼ 2F天 井 高 さ

10
0

2SL 2SL

女子ト イ レ

1515

3,
65

0

前室 廊下

1
00

3SL

1
00 1

5

1
5

女子ト イ レ

3
,6

0
0

6
00

RSL

▼ 3F天 井 高 さ

2,
39

0

▼ 1F天 井 高 さ

床仕上げ面
既設
±0

1SL

GL

床仕上げ面
既設
±0

床仕上げ面
既設
±0

3SL

RSL

GL

1SL

B

フ レ キ シ ブ ルボ －ド t =5. 0撤去　
（ ｱｽﾍﾞ ｽﾄ含有ﾚﾍ゙ ﾙ3）

ﾌﾞ -ｽ全て 撤去

ｱﾙﾐ扉撤去
（ 戸袋共）

ｱﾙﾐ扉撤去
（ 戸袋 共）

ｱﾙﾐ扉撤去
（ 戸 袋共）

フ レ キ シ ブ ルボ －ド t =5. 0撤去　
（ ｱｽﾍﾞ ｽﾄ含有ﾚﾍ゙ ﾙ3）

フ レ キ シ ブ ルボ －ド t =5. 0撤去　
（ ｱｽﾍﾞ ｽﾄ含有ﾚﾍ゙ ﾙ3）

ｽﾗﾌﾞ 開口

CB厚100
間仕切壁撤去

間仕切壁撤去
CB厚100

間仕切壁撤去

CB厚100

1
,0

1
5

9
75

1,
07

5

ｽﾗﾌﾞ 開 口

ソ フ ト 巾木撤去
H=100

H=100
ソ フ ト 巾木撤去

H=100
ソ フ ト 巾木撤去

間仕切壁撤去

上部： 軽鉄下地
下部： CB厚100 1段

間仕切壁撤去

上部： 軽 鉄下地
下部： CB厚100 1段

間仕切壁撤去

上 部： 軽鉄下地
下部： CB厚100 1段

LGS19型撤去

LGS19型撤去

LGS19型撤去
（ 300×650）

（ 300×650）

ｽﾗﾌﾞ 開口
（ 300×650）

モ ルタ ル下地
50角モ ザ イ ク タ イ ル貼り 撤去

ピ ッ ト

モ ル タ ル下地
50角モ ザイ ク タ イ ル貼り 撤去

モ ルタ ル下地
50角モ ザイ ク タ イ ル貼り 撤去

配管穴90φ

配管穴90φ

配管穴90φ

廊下

10
0

7, 500

A B

50
0

10
0

7, 500
A B

断 面図 2（ 改 造 後 ） S=1: 50

女子ト イ レ アキ

1
.3

0
0

1FL

▼ 1F天 井 高 さ

1,
1
00

60
0

RSL

廊下

1
00

3SL 3SL

1
00

女子ト イ レ アキ

1.
30

0

床仕上げ面
既設

2,
40

0

廊下

10
0

10
0

女子ト イ レ アキ

1.
3
00

2SL 2SL

▼ 2F天 井 高 さ

2,
40

0

3
,6

0
0

3,
6
00

3,
65

0

▼ 3F天 井 高 さ

2,
40

0

新設間仕切壁b

新設間仕切壁c

b 新設間仕切壁

新設間仕切壁bb 新設間仕切壁

新設間仕切壁bb 新設間仕切壁

床仕上げ面
既設

GL

1SL

GL

1SL床仕上げ面
既設

RSL

2, 900 710 1, 090 2, 800

95
0

1,
05

0
1
,0

0
0

木枠新設ﾀﾓ集成材UC
25×160

H=2, 000
（ 三方）

木枠新設ﾀﾓ集成材UC
25×160

H=2, 000
（ 三方）

木枠新設ﾀﾓ集成材UC
25×160

H=2, 000
（ 三方）

H=1. 900
ﾄｲﾚﾌﾞ -ｽ新設

H=1. 900
ﾄｲﾚﾌﾞ -ｽ新設

H=1. 900
ﾄｲﾚﾌﾞ -ｽ新設

H=900
ﾗｲﾆﾝｸﾞ 壁新設

H=900
ﾗｲﾆﾝｸﾞ 壁新設

H=900
ﾗｲﾆﾝｸﾞ 壁新設

ス ラ ブ復旧t =120

ス ラ ブ復旧t =120

ｿﾌﾄ巾木新設

ｿﾌﾄ巾木新設

ｿﾌﾄ巾木新設

ｿﾌﾄ巾木新設

ｳ

ｳ

ｳ

c 新設間仕切壁

c 新設間仕切壁

ピッ ト

＋超防汚性長尺塩ﾋﾞ ｼー ﾄt =2. 0新設 

ス ラ ブ復旧t =120

b 新設間仕切壁

b 新設間仕切壁

新設間仕切壁

配管穴80φ
埋め

配管穴80φ

＋超防汚性長尺塩ﾋﾞ ｼー ﾄt =2. 0新設 

埋め

セルフ レ ベリ ン グ t =13

セルフ レ ベリ ン グ t =13

セルフ レ ベリ ン グ t =13

ｲ ﾗｲﾆﾝｸﾞ 壁新設

ｲ ﾗｲﾆﾝｸﾞ 壁新設

ｲ ﾗｲﾆﾝｸﾞ 壁新設

L=650
補助手摺新設

L=650
補助手摺新設

L=650
補助手摺新設

H=950

H=950

H=950

前室

前室

前室

H=60
ｿﾌﾄ巾木新設

H=100

H=60
ｿﾌﾄ巾木新設

H=100

H=60
ｿﾌﾄ巾木新設

H=100

ｿﾌﾄ巾木新設

ｿﾌﾄ巾木新設

H=100

H=100

H=100

＋超防汚性長尺塩ﾋﾞ ｼ ﾄーt =2. 0新設 

既存ﾀｲﾙ撤去の上、 ｴｱﾓﾙﾀﾙt=17金ｺﾞ ﾃ仕上ｾﾙﾌﾚﾍ゙ ﾘﾝｸﾞ t =13

既存ﾀｲﾙ撤去の上、 ｴｱﾓﾙﾀﾙt=17金ｺﾞ ﾃ仕上ｾﾙﾌﾚﾍ゙ ﾘﾝｸﾞ t =13

既存ﾀｲﾙ撤去の上、 ｴｱﾓﾙﾀﾙt =17金ｺﾞ ﾃ仕上ｾﾙﾌﾚﾍ゙ ﾘﾝｸﾞ t =13
配管穴80φ埋め

b

ｲ ﾗｲﾆﾝｸﾞ 壁

・ 甲板： 人工大理石t=12. 0

ﾗｲﾆﾝｸﾞ 壁ｳ

（ 手洗い） ： LGS65型+構造用合板12. 0+24. 0+ﾒﾗﾐﾝ不燃化粧合板t =3. 0

（ 洋便器） ： LGS65型+構造用合板12. 0+ﾒﾗﾐﾝ不燃化粧合板t=3. 0

ｱ （ 小便器） （ ﾏﾙﾁｼﾝｸ) ： LGS65型+構造用合板24. 0+ﾒﾗﾐﾝ不燃化粧合板t=3. 0ﾗｲﾆﾝｸﾞ 壁

b

c ： LGS65型+石膏ﾎ゙ -ﾄﾞ t =12. 5二枚貼り ( 片面） の上、

a 新設間仕切壁

新設間仕切壁

： LGS65型+石膏ﾎ゙ -ﾄﾞ t =12. 5二枚貼り ( 両面） の上、EP-G塗装

の上、 EP-G塗装

EP-G塗装

凡　 例

防滑ビ ニル床シート 厚2. 5貼

防滑ビ ニル床シート 厚2. 5貼

防滑ビ ニル床シート 厚2. 5貼

Ａ － ０ ８

新設間仕切壁：  LGS65型＋ｸﾞ ﾗｽｳ-ﾙ厚50（ 32kg） +石膏ﾎ゙ -ﾄﾞ t =12. 5二枚貼り （ 両面）
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株式会社　 ユ ニ テ ィ 設計工房一級建築士事務所

Ｓ Ｃ Ａ Ｌ Ｅ
第１ ４ ３ ４ ５ ０ 号　 霧生　 房夫一級建築士事務所登録（ 神奈川） 第７ ７ ５ ９ 号　 管理建築士　 一級建築士登録 S=1: 50

市 立 二 本 松 小 学 校 Ａ １ 棟 ト イ レ 整 備 修 繕

PS

室 名 ・ 部 位 改 修 前 仕 上 表 撤 去 範 囲 改 修 後 仕 上 表 備 　 考

塩ビ 見切り 縁廻縁

天井

廻縁

天井

LGS天井下地( 19型) 　 化粧石膏ボ ード ( t =9. 5) 張り ア ルミ 点検口( 450□) 新設

LGS天井 下地　 フ レ キ シ ブ ル ボ －ド t =5. 0 CH=2. 400

LGS天井下地撤去

LGS天井下地撤去 LGS天 井下地( 19型) 　 化粧 石膏ボ ード ( t =9. 5) 張 り CH=2. 400 ア ルミ 点検口( 450□) 新設

前 室

女 子 ﾄｲﾚ・ 男 子 ﾄｲﾚ
天井 LGS天井下地　 フ レ キ シ ブ ルボ －ド t =5. 0

塩ビ 見切り 縁

塩ビ 見切り 縁廻縁

LGS天井下地撤去

塩ビ 見切り 縁

CH=2. 400 ア ルミ 点検口( 450□) 新設

（ ｱｽﾍﾞ ｽﾄ含 有 ﾚﾍﾞ ﾙ3）

新設

新設

点検口( 450□) 撤去

点 検口( 450□) 新設

点 検口( 450□) 新設

点 検口( 450□) 新設

1階 ・ 2階 ・ 3階 天 井伏 図 （ 改 造後 ） Ｓ ＝ 1： 50
1階 ・ 2階 ・ 3階 天 井 伏図 （ 改 造前 ） Ｓ ＝ 1： 50

女 子 ﾄｲﾚ

男 子 ﾄｲﾚ

前 室

バリ ア フ リ ート イ レ

女 子 ﾄｲﾚ

男 子 ﾄｲﾚ
CH＝2. 400

CH＝2. 400

CH＝2. 390

CH＝2. 390

CH＝2. 390

CH＝2. 390

PS

CH=2. 400CH=2. 390

CH=2. 390 有孔化粧石膏 ボ ード t =9. 5撤去

塩ビ 見切り 縁撤去

塩ビ 見切り 縁撤去

塩ビ 見切り 縁撤去 塩ビ 見切り 縁

塩ビ 見切り 縁

新設

新 設

新設

A

B B

A

1
,
1
0
0

7
,
5
0
0

3
,
5
1
0

1
,
0
9
0

2
,
9
0
0

1
,
0
9
0

2
,
5
1
0

4, 500

2, 250

210

2, 460

7 8

2, 020 230

4
0
0

2
,
4
0
0

87
4, 500 210

2, 200 2, 300

C

2
,
3
0

0

4
,6

1
0

2,
1
10

SK

1. 2221. 060

2. 290

2
,
2
4
0

5
6
0

4
,
7
0
0

7
,
5
0
0

7
5
0

1
,
7
4
5

A

B

A

B

2
,
9
0
0

2
,
1
0
5

2
,
3
0

0

C

2, 250 1, 190 1, 270

4, 500 210

7 8

4, 500

2, 250

210

2, 460

7 8

LGS天井下地　 有孔化 粧石膏ボ －ド 　 t ＝9. 5

： 天 井 撤 去 範 囲

アルミ 点検口
（ 450×450）

新設

アルミ 点検口
（ 450×450）

新設

アルミ 点検口
（ 450×450）

新設

前 室

機械設備工事）
（ 天井換気扇新設

バリ アフ リ ート イ レ

CH＝2. 400

（ 天井換気扇新設
機械設備工事）

（ 天井換気扇新設
機械設備工事）

機械設備工事）
（ 天井換気扇撤去

機械設備工事）
（ 天井換気扇撤去

（ 天井換気扇撤去
機械設備工事）

1F

アルミ 点検口

（ 撤去）

アルミ 点検口

（ 撤去）

アルミ 点検口
（ 撤去）

CH＝2. 400

身障者用ト イ レ

1. 2F

1. 2F

1. 2F
1. 2F

（ ｱｽﾍﾞ ｽﾄ含 有 ﾚﾍﾞ ﾙ3） （ ｱｽﾍﾞ ｽﾄ含 有 ﾚﾍﾞ ﾙ3）

（ ｱｽﾍﾞ ｽﾄ含 有 ﾚﾍﾞ ﾙ3）

フ レ キ シ ブ ルボ －ド t =5. 0撤去　

フ レ キ シ ブ ルボ －ド t =5. 0撤去　

点検口( 450□) 撤去

点検口( 450□) 撤去

LGS天井下地( 19型) 　 化粧石膏ボ －ド 　 t ＝9. 5 新設

有孔化粧 石膏ボ －ド t ＝9. 5 

アルミ 点検口

（ 撤去）

1. 2. 3階 改 造 前 /改 造 後 天 井 伏 図

Ｎ Ｏ ．

CH＝2. 400

アルミ 点検口
（ 450×450）

新設

有孔化粧石膏ボ －ド t ＝9. 0
廊下

廊下
CH＝2. 600

CH＝2. 600

Ａ － ０ ９
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株式会社　 ユ ニ テ ィ 設計工房一級建築士事務所
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第１ ４ ３ ４ ５ ０ 号　 霧生　 房夫一級建築士事務所登録（ 神奈川） 第７ ７ ５ ９ 号　 管理建築士　 一級建築士登録 S=1: 50

市 立 二 本 松 小 学 校 Ａ １ 棟 ト イ レ 整 備 修 繕

符号・ 名称

符号・ 名称

備　 　 　 考

金　 　 　 物

ガ　 ラ 　 ス

仕上・ 見込

場　 　 　 所

備　 　 　 考

金　 　 　 物

ガ　 ラ 　 ス

仕上・ 見込

場　 　 　 所

備　 　 　 考

金　 　 　 物

ガ　 ラ 　 ス

仕上・ 見込

場　 　 　 所

形状・ 寸法

形状・ 寸法

形状・ 寸法

符号・ 名称

合計 合計数
量

１ 階 ２ 階 ３ 階 数
量

１ 階 ２ 階 ３ 階
アルミ 製ハンガー戸（ 撤去）

合計数
量

１ 階 ２ 階 ３ 階

1 1 1 3

合計数
量

１ 階 ２ 階 ３ 階

1 1 1 3
アルミ 製ハンガー戸（ 撤去）

2 2 2 6

1, 050 865

1, 915

1,
90

0
20

0

アルミ アルマイ ト

型板強化硝子t =4. 0

引手・ 内部錠・ ハンガーレ ール

片面戸袋付・ ガラ リ 付

身障者ト イ レ　 1. 2. 3階

1,
90

0
20

0
1, 000 800

1, 800

アルミ アルマイ ト

型板強化硝子t =4. 0

引手・ 内部錠・ ハンガーレ ール

片面戸袋付・ ガラ リ 付

男女ト イ レ 　 1. 2. 3階

木製片開き フラ ッ シュ 戸（ 撤去）

Ｓ Ｋ

ポリ エス テル化粧合板t =4. 0

丁番・ 握玉

1,
7
00

600

1 1 1 3
片開き ス チールフラ ッ シュ ド ア（ 撤去）

Ｐ Ｓ

ス チールＯ Ｐ

ス テンレス 丁番

85
0

450

20
1
,8

2
0

60

1
,9

0
0

587320 600 460 147587320 600 460 147

1
,0

13

120 595 373 588 437 590 103

98
2

20
1
,8

2
0

60

1
,9

0
0

120 595 373 588 437 590 103

男子ト イ レ 　 1. 2. 3階

戸当り 帽子掛

数
量

１ 階 ２ 階 ３ 階

1 1 1 3

合計 数
量

１ 階 ２ 階 ３ 階

1 1 1 3

合計
女子 ト イ レ ブース （ 撤去）男子 ト イ レ ブース （ 撤去）

戸当り 帽子掛

女子ト イ レ　 1. 2. 3階

ラ バト リ ーヒ ンジ 表示付ラ ンチ錠（ 洋便ノ ミ ） 、 ラ ンチ錠（ その他） ラ バト リ ーヒ ンジ 表示付ラ ンチ錠（ 洋便ノ ミ ） 、 ラ ンチ錠（ その他）

合計数
量

１ 階 ２ 階 ３ 階

1 1 1 3

（ 改 修 後 ） 既 存 改 修

合計数
量

２ 階 ３ 階

1 1 1 3 AW
2

女子ト イ レ ： 1. 2. 3階

AW

アルミ 枠･70mm ( 既存のま ま)

1

女子ト イ レ ： 1. 2. 3階

アルミ 枠･70mm ( 既存のま ま )

（ 改 修 後 ） 既 存 改 修 （ 改 修 前 ）

Ｆ Ｉ Ｘ アルミ サッ シ　 ラ ンマ付

既存のま ま

FI X FI X FI X

FI X

600 520 410

70 20

41
5

10
0

40
0

95
51

5

1,
5
25

1, 620

FI X FI X FI X

FI X

600 520 410

70 20

41
5

10
0

40
0

95
51

5

1,
5
25

1, 620

男子ト イ レ ： 1. 2. 3階

アルミ 枠･70mm ( 既存のま ま )

男子ト イ レ ： 1. 2. 3階

アルミ 枠･70mm ( 既存のま ま )

既存のま ま

FI XFI XFI X

FI X

600520410

7020

41
5

10
0

40
0

95
51

5

1,
5
25

1, 620

FI XFI XFI X

FI X

600520410

7020

41
5

10
0

40
0

95
51

5

1,
5
25

1, 620

型板強化硝子t4. 0　 既存のま ま

（ 改 修 前 ）

木製額縁　 下地調整の上、 EP-G塗装　 25×75（ 四方）

強化型板硝子t4. 0 既存のま ま

既存のま ま

既存木製額縁　 下地調整の上、 EP-G塗装　 25×75（ 四方）

型板強化硝子t4. 0　 既存のま ま強化型板硝子t4. 0 既存のま ま

既存のま ま

既存木製額縁　 下地調整の上、 EP-G塗装　 25×75（ 四方）

木製額縁　 下地調整の上、 EP-G塗装　 25×75（ 四方）

木製額縁　 既存のま ま 木製額縁　 既存のまま

１ 階

建 具 表 1（ 改 造 前 ）

Ａ － １ ０



上部非常開放戸当り （ 外開き ）
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株式会社　 ユ ニ テ ィ 設計工房一級建築士事務所
Ｎ Ｏ ．Ｓ Ｃ Ａ Ｌ Ｅ

第１ ４ ３ ４ ５ ０ 号　 霧生　 房夫一級建築士事務所登録（ 神奈川） 第７ ７ ５ ９ 号　 管理建築士　 一級建築士登録 S=1: 50

市 立 二 本 松 小 学 校 Ａ １ 棟 ト イ レ 整 備 修 繕

TB

2
符号・ 名称

符号・ 名称

備　 　 　 考

金　 　 　 物

ガ　 ラ 　 ス

仕上・ 見込

場　 　 　 所

備　 　 　 考

金　 　 　 物

ガ　 ラ 　 ス

仕上・ 見込

場　 　 　 所

備　 　 　 考

金　 　 　 物

ガ　 ラ 　 ス

仕上・ 見込

場　 　 　 所

形状・ 寸法

形状・ 寸法

形状・ 寸法

アルミ Ｒ 枠　 メ ラ ミ ン化粧板（ 芯材ペーパーコ ア） ・ ４ ０ ｍｍ

合計 合計

合計

数
量

１ 階 ２ 階 ３ 階 数
量

１ 階 ２ 階 ３ 階

数
量

１ 階 ２ 階 ３ 階

非常開放装置表示錠付（ 外開き ） ＊内開き 戸には、上部非常開放戸当り （ 外開き ） ・ 笠木金物・ SUS頭つなぎ( 上部閉塞）

800

1, 300

50
6
00

26
0

6
00

17
0

1
,6

8
0

1001. 360

2. 260

2
0

1,
8
20

60

1,
90

0

8
20

4
0

8
2
0

4
0

17
0

5
0

50 600 170 600 17050

1, 680
40

1 1 1 3

2
0

1,
8
20

60

1,
90

0

1 1 1 3

女子ト イ レ ： 1. 2. 3階

合計数
量

１ 階 ２ 階 ３ 階

1 1 1 3 1 1 1 3

TB

1

TB

TBTB
3

800 1001. 360

2. 260

有効幅800の扉は合板厚5. 5mmT1両面貼( 中心吊り サポ－ト 付仕様)
※裏打ち材パーティ ク ルボード 厚9mm

補 助 手 摺 取 付 下 地 要 す

100 800 940

1. 840

20
1
,8

2
0

60

1,
9
00

800 940

1. 840

100

補 助 手 摺 取 付 下 地 要 す

100

40 750

650

74
0

アルミ Ｒ 枠　 メ ラ ミ ン化粧板（ 芯材ペーパーコ ア） ・ ４ ０ ｍｍ

付属金物一式・ SUS支柱（ 巾木・ 笠木共） ・ 中心吊り グレ ビ ティ ヒ ンジ・ 戸当り

※裏打ち材パーティ ク ルボード 厚9mm

非常開放装置表示錠付（ 外開き ） ＊内開き 戸には、上部非常開放戸当り （ 外開き ） ・ 笠木金物・ SUS頭つなぎ( 上部閉塞）

： 1. 2. 3階前室

20
1
,8

2
0

60

1,
9
00

20
1
,8

20
60

1,
9
00

40700

740 750

100650

ペ－パ－コ ア構造・ 扉厚36mm　 溶融亜鉛メ ッ キ鋼板　 焼付塗装　 枠共

ﾊ゙ ﾘｱﾌﾘ ﾄーｲﾚ ： 1. 2. 3階

1

有
効

開
口

（ 両面戸袋付）軽量ｽﾁー ﾙﾊﾝｶ゙ ｰ引戸

自動閉鎖機構（ ｽﾄｯﾌ゚ 付） 、 その他付属金物一式、 枠付

強化型硝子t4. 0 

大型引手、 表示錠付大型ｻﾑﾀ ﾝー

アルミ 三方枠付
80

0
以

上
1
10

（ 両面戸袋付）

引
き

残
し

9
10

83
0

2,
0
00

有効開口

18
0

SUSｷｯｸﾌ゚ ﾚー ﾄ( 両面)

（ 両面戸袋付）

910

800以上 引き 残し 110

合計数
量

１ 階 ２ 階 ３ 階

1 1 1 3

1・ 2・ 3階前室PS

ス チール　 焼付塗装　 枠共

片開点検扉
SD
1

符号・ 名称

・ 笠木頭蓋

・ 笠木頭蓋

ト イ レ ブース 〔 新設〕 ト イ レ ブース 〔 新設〕

Ｓ Ｋ ﾌ゙ ｽー〔 新設〕

アルミ Ｒ 枠　 メ ラ ミ ン化粧板（ 芯材ペーパーコ ア） ・ ４ ０ ｍｍ

非常開放装置表示錠付（ 外開き ） ＊内開き 戸には、

※裏打ち材パーティ ク ルボード 厚9mm

・ 笠木金物・ SUS頭つなぎ( 上部閉塞） ・ 笠木頭蓋

有効幅800の扉は合板厚5. 5mmT1両面貼( 中心吊り サポ－ト 付仕様)

： 1. 2. 3階男子ト イ レ

付属金物一式・ SUS支柱（ 巾木・ 笠木共） ・ 中心吊り グレ ビティ ヒ ンジ・ 戸当り 帽子掛け 付属金物一式・ SUS支柱（ 巾木・ 笠木共） ・ 中心吊り グレ ビ ティ ヒ ンジ・ 戸当り 帽子掛け

30
0

Ｊ Ｏ Ｂ

SUSｷｯｸﾌ゚ ﾚ ﾄー( 両面) （ 両面戸袋付）

平面ハンド ル　 旗丁番

6
50

強化型硝子t4. 0 

150

65
0

150

10
0

150

20
0

LSD

6
00

600

▼FL

1,
40

0

片開点検扉
SD

合計数
量

１ 階 ２ 階 ３ 階

1 1 1 3

2

▼FL

3
00

300

80
0

スチール　 焼付塗装　 枠共

平面ハンド ル　 旗丁番

1・ 2・ 3階バリ アフ リ ート イ レ

有効開口 有効開口

アルミ ガラ リ （ 150×650） 必要開口面積( 有効開口率30%) ： 0. 093㎡

建 具 表 2（ 改 造 後 ）

Ａ － １ １
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ラ イ ニ ン グ 、 手 摺 詳 細図 S=1: 20　

部 分 詳 細 図 1　
市 立 二 本 松 小 学 校 Ａ １ 棟 ト イ レ 整 備 修 繕

200 700

SUS樹脂被覆手摺34φ

150750

10

鋼製壁下地

腰壁: 構造用合板t =12一枚張り の上

200

7
00

53
0

27
0

6
50

メ ラ ミ ン不燃化粧板( t =3) 貼り 　

巾木: ｿﾌﾄ巾木　
（ H=60）

ﾗｲﾆﾝｸﾞ ｶｳﾝﾀ  ー 人工大理石( t =12)

1・ 2・ 3階女子ﾄｲﾚ

140

9
00 LGS-65型

@300

200700

SUS樹脂被覆手摺34φ

150 750

10

腰壁: 構造用合板t=12一枚張り の上

200 巾木: ｿﾌﾄ巾木　

65
0

53
0

7
00

27
0

メ ラ ミ ン不燃化粧板( t=3) 貼り 　

（ H=60）

ﾗｲﾆﾝｸﾞ ｶｳﾝﾀ  ー 人工大理石( t=12)

1・ 2・ 3階男子ﾄｲﾚ

220

鋼製壁下地
LGS-65型 @300

90
0

巾木: ｿﾌﾄ巾木　

15
0

6
54

700

φ
34

88

はね上げﾀｲﾌ゚

ﾒﾗﾐﾝ不燃化粧板厚3. 0貼り

1・ 2・ 3階ﾊ゙ ﾘｱﾌﾘ ﾄーｲﾚ

ﾒﾗﾐﾝ不燃化粧板厚3. 0貼り

構造用合板合板 厚12. 0+厚24. 0張り の上

鋼製壁下地

ﾗｲﾆﾝｸﾞ ｶｳﾝﾀ  ー 人工大理石( t=12)

巾木: ｿﾌﾄ巾木H=60

1・ 2・ 3階前室手洗い

650

（ H=100）

79
095

0

10165

（ 樹脂被覆ﾀｲﾌ゚ ）
手摺： L＝650φ34

SUS樹脂被覆手摺φ34
°

構造用合板合板 厚24. 0一枚張り の上

Ｎ Ｏ ．

S=1: 20　

1・ 2・ 3階マ ルチシ ン ク

巾木: ｿﾌﾄ巾木　
鋼製壁下地

（ H=100）

メ ラ ミ ン不燃化粧板( t =3) 貼り 　

10

構造用合板t=24一枚張り の上

150

LGS-65型

1,
2
00

15
0

6
5
0

ﾗｲﾆﾝｸﾞ ｶｳﾝﾀ  ー 人工大理石( t =12)

カッ プリ ング付水栓

ホース

マルチシンク （ 掃除用流し ）

LGS-65型
@300

鋼製壁下地
LGS-65型
@300

@300

Ａ － １ ２

7
50

： シ ー リ ン グ （ 甲 板 廻 り ） SR-1

凡 例

※ 共通事項： メ ラ ミ ン化粧板ジョ イ ント 位置は汚垂石目地に合わせる こ と

ｿﾌﾄ巾木
H=60

800

600

800

手摺： W=600φ34（ 樹脂被覆ﾀｲﾌ゚ ）

ﾗｲﾆﾝｸﾞ
LGS65型@300

構造用合板t=24一枚張り の上
ﾒﾗﾐﾝ不燃化粧板厚3. 0

ﾗｲﾆﾝｸﾞ ｶｳﾝﾀ  ー 人工大理石( t=12)

1・ 2・ 3階男子ﾄｲﾚ

（ 4周）ｼ-ﾘﾝｸﾞ

10

600

( ｼ゙ ｮｲﾝﾄ部: ｼ-ﾙ)
汚垂石( t=5. 0)

ﾗｲﾆﾝｸﾞ ｶｳﾝﾀ  ー 人工大理石( t =12)

巾木: ｿﾌﾄ巾木　
（ H=60）

構造用合板t=24一枚張り の上

メ ラ ミ ン不燃化粧板( t =3) 貼り 　

鋼製壁下地

@300
LGS-65型

1,
10

0

170

（ 4周）ｼ-ﾘﾝｸﾞ

10

600

SUS樹脂被覆手摺34φ
( 標準タ イ プ）

550

( ｼ゙ ｮｲﾝﾄ部: ｼ-ﾙ)
汚垂石( t=5. 0)

ﾗｲﾆﾝｸﾞ ｶｳﾝﾀ  ー 人工大理石( t=12)

巾木: ｿﾌﾄ巾木　
（ H=60）

32
0

16
0

7
00

構造用合板t=24一枚張り の上

メ ラ ミ ン不燃化粧板( t=3) 貼り 　

鋼製壁下地

@300
LGS-65型

1,
10

0

170

1,
18

0

1階男子ﾄｲﾚ 2・ 3階男子ﾄｲﾚ

16
0

550 1,
08

0

6
00

32
0SUS樹脂被覆手摺34φ

( 標準タ イ プ）
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部 分 詳 細 図 2

S=1: 5

600

12 574 12

1 1

6
00

12
5
74

12

1
1

錠ボルト

SUS外枠

SUS内枠

600

12 574 1211

55020 20 7070

錠ボルト

アンカー

SUS内枠SUS外枠

SUS底板

SUS補強材

50
40

フ ロ ア ーハ ッ チ 詳 細 図 S=1: 10, 5　 メ ラ ミ ン 化 粧 板貼 り （ ラ イ ニ ン グ 部分 ） 部 分詳細 図 S=1: 5　 S=1: 20新 設 間仕 切 壁詳 細 図

S=1: 10
S=1: 20

新 規床 下 点 検 口補 強 補 強 詳 細図 S=1/10便 器 撤去 跡 穴 補強 詳 細 図

埋めｺﾝｸﾘ ﾄーの設計基準強度は FC=21N/㎜2以上で、 ｽﾗﾝﾌﾟ は18cmと する 。

※ 共通事項

S=1/10

： 埋めｺﾝｸﾘ ﾄー（ ※） 部を 示す

： 鉄筋溶接部分

( 溶接延長： 両面5d又は, 片面10d)

S=1/5ピ ク ト サ イ ン 　 詳 細図

市 立 二 本 松 小 学 校 Ａ １ 棟 ト イ レ 整 備 修 繕

： 新規ｱﾝｶー ﾎ゙ ﾙﾄと 鉄筋の溶接

： 埋めｺﾝｸﾘ ﾄー（ ※） 部を 示す

( 溶接延長： 両面5d又は, 片面10d)

点検口開口部

50
17

5
17

5
17

5
1
75

50

50 175 175 175 175 50

100 600 100

800

ﾀﾃﾖｺ ﾀﾞ ﾌ゙ ﾙ配筋
D13（ 開口外周よ り 50㎜程度）

1
00

60
0

10
0

80
0

樹脂系あと 施工ｱﾝｶー
D13 寸切り

ﾀ゙ ﾌ゙ ﾙ配筋

既存ｽﾗﾌ゙  ｶｯﾀ 入ーれ

埋めｺﾝｸﾘ ﾄーの設計基準強度は FC=21N/㎜2以上で、 ｽﾗﾝﾌ゚ は18cmと する 。

※ 共通事項

防水・ 防臭型

60

※ｼ゙ ｮｲﾝﾄ部ｼー ﾘﾝｸﾞ の上ｿﾌﾄ巾木施工のこ と

ﾒﾗﾐﾝ不燃化粧板( t =3) ｱﾙﾐｼ゙ ｮｲﾅー ( H型)

ﾒﾗﾐﾝ不燃化粧板( t=3)

ｿﾌﾄ巾木( H=60)

ﾒﾗﾐﾝ不燃化粧板( t =3) ｱﾙﾐｼ゙ ｮｲﾅー ( H型)

塩ﾋﾞ 床ｼー ﾄ( t =2. 0)

立 面 断面

構造用合板
手洗い部分： 厚12. 0+厚24. 0貼り
洋便器部分： 厚12. 0一枚貼り
小便器部分： 厚24. 0一枚貼り

構造用合板
手洗い部分： 厚12. 0+厚24. 0貼り
洋便器部分： 厚12. 0一枚貼り
小便器部分： 厚24. 0一枚貼り

Ｎ Ｏ ．

300

6
50

15
0

15
0

15
0

ﾀ゙ ﾌ゙ ﾙ配筋

D10 ﾀﾞ ﾌ゙ ﾙ配筋

D10 寸切り

重
ね

継
手

40
d 

以
上

100100

10
0

10
0

100

ﾏﾙﾁｼﾝｸ部分： 厚24. 0一枚貼り

女子 Women男子　 Men

１ 階のみ

ど なたでも ご自由にお使いく ださ い

ど なたでも ご自由にお使いく ださ い

樹脂系あと 施工ｱﾝｶｰ

新 設 間 仕 切 壁c

( PS）

石膏ﾎ゙ -ﾄﾞ t =12. 5二枚貼り の上、

LGS壁下地（ 65型）

@455

LGS壁下地（ 65型）

新 設 間 仕 切 壁

石膏ﾎ゙ -ﾄﾞ t =12. 5二枚貼り の上、

a

@455

EP-G塗装

EP-G塗装

▲天井面

▲ｽﾗﾌﾞ 下

石膏ﾎ゙ -ﾄﾞ t =12. 5二枚貼り の上、

LGS壁下地（ 65型）

新 設 間 仕 切 壁b

@300

EP-G塗装

Ａ － １ ３

5
0

2
50

軟質ｺﾞ ﾑ( 着脱式)

5
0

8

ﾍ゙ ｽー： ｱﾙﾐ型材

ｱﾙﾏｲﾄ仕上
表示基板： ｱﾙﾐ型材

ｲﾝｸｼ゙ ｪｯﾄｼー ﾄ貼り

1,
50

0

△中心線

▽ FL

ピ ク ト サイ ン姿図（ 参考図）
250×250程度

（ 構造体強度補正値は、 6N/㎜2と する 。 ）

ｸﾞ ﾗｽｳ-ﾙ厚50（ 32kg）

（ 構造体強度補正値は、 6N/㎜2と する 。 ）
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部 分 詳 細 図 3

※ス ラ ブース ラ ブま で施工する こ と

ラ ン ナー： 67×40×0. 8

※高さ ４ ｍ以下　 →　 ス タ ッ ド 65

ス タ ッ ド ： 65*45*0. 8

PBt : 12. 5　 ２ 枚貼

男子ト イ レ 女子ト イ レ

※シーリ ン グ： PU-2

12. 5 65 12. 5
12. 5 12. 5

57. 5 57. 5

115

5
7
.5

5
7.

5

1
15

12
.5

6
5

1
2.

5
12

.
5

1
2.

5

＠450

シーリ ン グ

シーリ ン グ

シーリ ン グ
シーリ ン グ

男 子 ﾄｲﾚー 女 子 ﾄｲﾚ間 　 新 設 壁詳 細 図 S=1: 5 ﾄｲﾚー PS間 　 新 設 壁詳 細 図 S=1: 5

65

※ス ラ ブース ラ ブま で施工する こ と

ラ ン ナー： 67×40×0. 8

※高さ ４ ｍ 以下　 →　 ス タ ッ ド 65

ス タ ッ ド ： 65*45*0. 8

12. 5
12. 5

57. 5

57
.
5

65
12

.5

＠450

90

12
.
5

90

( ﾄｲﾚ側 ）

( PS側 ）

( ﾄｲﾚ側 ） ( PS側 ）

( PS側 ）( ﾄｲﾚ側 ）

市 立 二 本 松 小 学 校 Ａ １ 棟 ト イ レ 整 備 修 繕

4
5
0

450

取 付 用 補強 材

補 強 野 縁

補 強 野 縁 受け
野 縁 受 け

補 強 野 縁

吊 ﾎﾞ ﾙﾄ 位 置

野 縁

35

2
8

Ａ

Ｂ

Ａ

伏　 図

28 28450

補強 野 縁 取 付 用補 強 材

Ｂ 断面図

Ａ 断面図

取 付 用 補 強 材
補 強 野 縁 受 け

野 縁 受 け

450 3535

Ｂ

天 井 点検 口 詳細 図 　 　 1/20

S=1: 5　 1： 20
Ｎ Ｏ ．

シーリ ン グ
シーリ ン グ

シーリ ン グ
躯体・ 取合い

Ａ － １ ４

GWt : 50mm　 32㎏/ｍ3
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電 気 設 備 特 記 仕 様 ･工 事 概 要 ･凡 例
市立二本松小学 校Ａ １ 棟ト イ レ 整備 修繕

設 計 図 書 に 記 載 さ れ て い な い 事 項 は 、 下 記 仕 様 書 等 に よ る 。

（ １ ） 直 付 ・ 埋 込 の 照 明 器 具 は 全 て 、 構 造 体 よ り 吊 り ボ ル ト で 支 持 す る こ と 。

（ ３ ） PCBを 含 む 廃 棄 物 に つ い て は 関 係 法 令 等 に 基 づ き 市 の 指 示 に 従 う こ と 。

電  気 設  備  特  記 仕  様

工  事 概  要

②  配 線 器 具 、 照 明 器 具 の 撤 去 ・ 新 設

（ ２ ） 各 報 告 書 を 提 出 す る こ と 。

・ 工 事 中 の 既 設 渡 り 配 線 に つ い て は 調 査 を 行 い 、 撤 去 時 に は 他 の 設 備 に 影 響 を 与 え な い よ う に 養 生 等 を 行 う こ と 。

①  配 線 、 配 管 の 撤 去 ・ 新 設 （ 但 し 、 コ ン ク リ ー ト 内 は 除 く ）

・ 立 下 り 配 線 は 金 属 線 ぴ ( 壁 内 は PF配 管 ) に て 保 護 す る こ と 。 配 管 配 線 工 事 等 、 必 要 に 応 じ て 天 井 材 の 取 外 し 再 取 付 け を 行 う こ と 。

・ 撤 去 が 困 難 な 場 合 は 協 議 の 上 、 端 末 処 理 を 施 し 線 名 札 を 取 付 の 上 残 置 と す る 。

国 土 交 通 省 大 臣 官 房 官 庁 営 繕 部 監 修  令 和 ７ 年 版 公 共 建 築 工 事 標 準 仕 様 書 （ 電 気 設 備 工 事 編 ）

国 土 交 通 省 大 臣 官 房 官 庁 営 繕 部 監 修  令 和 ７ 年 版 公 共 建 築 改 修 工 事 標 準 仕 様 書 （ 電 気 設 備 工 事 編 ）

国 土 交 通 省 大 臣 官 房 官 庁 営 繕 部 設 備 ・ 環 境 課 監 修  令 和 ７ 年 版 公 共 建 築 設 備 工 事 標 準 図 （ 電 気 設 備 工 事 編 ）

・ タ イ ム ス イ ッ チ ( 年 間 式 ） の 設 定 時 間 は AM8： 00～ PM4： 30、 11月 1日 ～ 3月 31日 の 休 日 以 外 は ONと す る 。

新
設

既
存
 (

撤
去）

HP

MMB

SL

SL
SL

Ｓ

HP1. 2-2C（ ｺﾛｶﾞ ｼ）

VVF1. 6-2C（ PF16）

VVF1. 6-3C（ PF16）

メ タ ル モ ー ル A型

EM-EEF2. 0-3C（ ｺﾛｶﾞ ｼ）

メ タ ル モ ー ル B型

2. 0

EM-EEF2. 0-2C（ ｺﾛｶﾞ ｼ）

2. 0

使 用 中 灯

ダ ウ ン ラ イ ト

使

HP

MMA

器 　 具 　 凡 　 例配 　 線 　 凡 　 例

電 灯 分 電 盤VVF2. 0-3C（ ｺﾛｶﾞ ｼ）
2. 0

VVF1. 6-3C（ ｺﾛｶﾞ ｼ）

VVF1. 6-2C（ ｺﾛｶﾞ ｼ）

VVF2. 0-2C（ ｺﾛｶﾞ ｼ）

・ 職 員 室 ま で の 配 線 切 断 ・ 再 接 続 は 学 校 運 営 に 支 障 が な い よ う 速 や か に 行 う こ と 。

内 部 改 造 概 要既 存 分 電 盤

EM-HP1. 2-2C（ ｺﾛｶﾞ ｼ）

埋 込 形 コ ン セ ン ト  2P15A× 1( 抜 止 め )

天 井 付 型 人 感 ス イ ッ チ : 子 機

天 井 付 型 人 感 ス イ ッ チ : 子 機 ( 換 気 扇 連 動 型 )

新 設 ス ピ ー カ

Ｓ

Ｓ
F

露 出 形 コ ン セ ン ト  2P15A× 1＋ 1E
E

EM-EEF1. 6-3C（ ｺﾛｶﾞ ｼ）

EM-EEF1. 6-2C（ ｺﾛｶﾞ ｼ）

EM-EEF1. 6-2C（ PF16）

EM-EEF1. 6-3C（ PF16）

EM-EEF2. 0-3C（ PF22）

Ｓ 天 井 付 型 人 感 ス イ ッ チ : 親 機 ( 換 気 扇 連 動 型 )
F

ア ウ ト レ ッ ト ボ ッ ク ス

壁 は つ り 補 修 ( 貫 通 部 は 配 線 を 保 護 す る こ と )

撤 去 ( 配 線 、 配 管 、 配 線 器 具 、 照 明 器 具 等 ）

衛 生 機 器 制 御 盤

呼 出 復 旧 ボ タ ン ( 新 設 )

ト イ レ 呼 出 ボ タ ン ( 既 存 )

ト イ レ 呼 出 用 ベ ル ( 既 存 )

ト イ レ 呼 出 ボ タ ン ( 新 設 )

ト イ レ 呼 出 表 示 灯 ( 新 設 )

Ｎ

Ｂ

SC6Hi -1V3-M

5

17 33 12

天 井 付 型 人 感 ス イ ッ チ : 親 機

埋込熱線センサ付自動ス イ ッ チ用操作ユニッ ト
（ 参考型番： WTC5822W）
金属ガ－ド プレ－ト 付き

埋込熱線センサ付自動ス イ ッ チ用操作ユニッ ト

金属ガ－ド プレ－ト 付き
（ 参考型番： WTC5820W）

（ 参考型番： WTC7871K）

（ 参考型番： WTC7871K）

片 切 タ ン ブ ラ ス イ ッ チ  1P15A

既 存 : I L60Wx1灯 /改 修 後 LRS1-08

照 明 器 具  1灯 用 （ 露 出 形 ）
既 存 : FL40Wx1灯 /改 修 後 LSS9-4-30

照 明 器 具  2灯 用 （ 露 出 形 ）
既 存 : FL20Wx2灯 /改 修 後 LSS9-2-30

ミ ラ ー 一 体 型 ブ ラ ケ ッ ト 照 明

・ 既 存 分 電 盤 内 の 空 き ス ペ ー ス に タ イ ム ス イ ッ チ を 設 置 す る 。

・

供 給 先 ( 1) は 暖 房 便 座 、 男 子 ト イ レ 小 便 器 セ ン サ － と す る 。

既 存 分 電 盤 内 の 配 線 用 遮 断 器 は （ ELB 2P30AF/20AT） に 交 換 す る 。

供 給 先 ( 3) は 照 明 器 具 、 換 気 扇 と す る 。

既 存 換 気 扇 切 替 ス イ ッ チ を 撤 去 す る 。・

既 存 : FL40Wx2灯 /改 修 後 LSS9-4-48
照 明 器 具  2灯 用 （ 露 出 形 ） 該 当 回 路 　 １ 階 :

該 当 回 路 　 １ 階 : 　 　 　 ２ 階 : 　 　 　 ３ 階 : 　 　 　

露 出 形 コ ン セ ン ト  2P15A× 2＋ 2E
2E

EM-EEF1. 6-3Cx2（ ｺﾛｶﾞ ｼ）

メ タ ル モ ー ル A型
MMA

14 2該 当 回 路 　 ２ 階 : 　 　 　 ３ 階 : 　 　 　

供 給 先 ( 1) は 暖 房 便 座 、 男 子 ト イ レ 小 便 器 セ ン サ － と す る 。

・ 既 存 分 電 盤 内 の 配 線 用 遮 断 器 は 既 存 利 用 と す る 。

供 給 先 ( 2) は バ リ ア フ リ ー ト イ レ の コ ン セ ン ト と す る 。

14 32 11該 当 回 路 　 １ 階 : 　 　 　 ２ 階 : 　 　 　 ３ 階 : 　 　 　

小便器センサー暖房便座

タ イ ムス イ ッ チ

1Ф2W100V

幹線部

分電盤内

ト イ レ内

・ 盤 表 面 に タ イ ム ス イ ッ チ 回 路 の 表 示 を 行 う 。

　 ス ペ － ス と す る 。

ELB 2P30AF/20AT( ｽﾘﾑ）

・ タ イ ム ス イ ッ チ の 取 付 位 置 は 分 電 盤 内 上 部

【 タ イ ム ス イ ッ チ 型 番 ： TB73-2101K（ 参 考 ） 】

【 各 階 共 通 結 線 図 】
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Ａ Ｂ Ｃ ＤＬ Ｓ Ｓ ９ －４ －４ ８ Ｌ Ｓ Ｓ ９ －４ －３ ０ Ｌ Ｒ Ｓ １ －０ ８Ｌ Ｓ Ｓ ９ －２ －３ ０

白板・ 赤文字

パナソ ニッ ク 　 Ｎ Ｎ Ｆ １ １ ９ ３ ０ Ｌ Ｅ １ ＋Ｆ Ｋ １ １ ５ ７ １ Ｊ 　 相当

文字： 使用中

Ｌ Ｅ Ｄ ６ ＷＥ

Ｎ Ｏ Ｔ Ｅ Ｔ Ｉ Ｔ Ｌ Ｅ Ｉ Ｔ Ｅ Ｍ Ｓ Ｊ Ｏ Ｂ

Ｄ Ｅ Ｓ Ｉ Ｇ Ｎ Ｃ ＨＥ Ｃ Ｋ Ｄ Ｒ Ａ Ｆ Ｔ建 築 計 画 ・ 設 計 ・ 監 理

株式会社　 ユ ニ テ ィ 設計工房一級建築士事務所
Ｎ Ｏ ．Ｓ Ｃ Ａ Ｌ Ｅ

第１ ４ ３ ４ ５ ０ 号　 霧生　 房夫一級建築士事務所登録（ 神奈川） 第７ ７ ５ ９ 号　 管理建築士　 一級建築士登録 S=N. S

照 明 器 具 ・ 弱 電 機 器 姿 図
市立 二本松小学校Ａ １ 棟ト イ レ 整備修繕

窓　 　 数

380

8

60

2
5
0

形　 　 状

材    質

備    考

壁取付形

SPCC　 ｔ 1. 2

5窓

呼出音と 表示窓点灯

５ 窓用呼出表示器 呼出押ボ タ ン （ 引き ひも 付）

埋込形（ Ｊ Ｉ Ｓ １ 個用ス イ ッ チボッ ク ス ）形　 　 状

自己消火性樹脂材    質

呼出

1170

1
20

備    考 呼出確認表示灯付、 ひも 式・ 押ボタ ン式両用

防まつ形( JI S C0920 I PX4相当)

引き ひも  55cm( 調節可)

12
0

116 21. 5

形　 　 状 埋込形（ Ｊ Ｉ Ｓ ２ 個用スイ ッ チボッ ク ス ）

材    質 本体: Ａ Ｂ Ｓ 樹脂、 カ バー: ポ リ カ （ ア イ ス グ レ ード ）

表 示 灯 赤色（ Ｌ Ｅ Ｄ ）

備    考 ブザー付、 非防水形

ブザー付廊下灯

埋込形（ Ｊ Ｉ Ｓ １ 個用ス イ ッ チボッ ク ス ）形　 　 状

樹脂材    質

70

12
0

13

復旧ボ タ ンＮ

天井埋込型ス ピ ーカ ー（ ATT付）

スピ ーカーユニッ ト

定格入力

出力音圧レ ベル

周波数特性

入力イ ン ピ ーダンス

アッ テネータ 4段階（ 大/中/小/切）

本体仕上

パネル/フレ ーム

8 cmコ ーン 型

3 W/1 W

92 dB/W（ 1 m）

150 Hz～20 kHz

3. 3 kΩ/10 kΩ

黒色モールド 成型

アルミ パン チング/ABS樹脂

80 51. 78

1
9
0

L級

点字付き

　 　 　 E-02
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株式会社　 ユ ニ テ ィ 設計工房一級建築士事務所
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第１ ４ ３ ４ ５ ０ 号　 霧生　 房夫一級建築士事務所登録（ 神奈川） 第７ ７ ５ ９ 号　 管理建築士　 一級建築士登録 S=1: 50

1階 改 造 前 改 造 後 平 面 詳 細 図 （ 電 気 ）
市立二本松小学 校Ａ １ 棟ト イ レ 整備 修繕
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1階 平面 詳 細図 （ 改 造前 ） S=1: 50 1階 平面 詳 細 図（ 改 造後 ） S=1: 50
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市立二本松小学 校Ａ １ 棟ト イ レ 整備 修繕
2階 改 造 前 改 造 後 平 面 詳 細 図 （ 電 気 ）
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2階 平面 詳 細図 （ 改 造前 ） S=1: 50 2階 平面 詳 細 図（ 改 造後 ） S=1: 50
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3階 改 造 前 改 造 後 平 面 詳 細 図 （ 電 気 ）
市立二本松小学 校Ａ １ 棟ト イ レ 整備 修繕
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3階 平面 詳 細図 （ 改 造前 ） S=1: 50 3階 平面 詳 細 図（ 改 造後 ） S=1: 50
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市 立 二 本 松 小 学 校 Ａ １ 棟 ト イ レ 整 備 修 繕
1階 改 造 後 平 面 図 （ 電 気 ）
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